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第 15 回日本病理学会カンファレンス ご挨拶 

「腫瘍の源流をみてみたい」 

 

 

第 15 回日本病理学会カンファレンスを「腫瘍の源流をみてみたい」をテーマとして、

平成３０年８月３日〜４日の２日間、昨年に引き続き、愛知県犬山市の名鉄犬山ホテ

ルにて開催させていただくこととなりました。 

 

我々は多彩な腫瘍組織像を日々みており、腫瘍がヘテロな集団であることを感覚とし

て理解しています。実際に様々な解析手段を用いて、腫瘍がなぜヘテロであるのか、

腫瘍の多様性を生み出す要因は何なのかなどを探求している研究者を招き、病理医、

病理研究者の間で密な討議をしていきたいと思っております。目の前を流れる大河の

水も、もとをたどれば岩肌から湧く一滴の水です。なぜ、この岩肌のこの部分から水

が湧くのか、水が湧けば周囲はどうなるか、そもそも水が湧かないような状況はある

のか、そして目の前にある河の水がどのような経緯をたどって目の前に流れているの

か、など、様々なことを「みてみたい」という好奇心に応えられるような、そして好

奇心をさらに掻き立てられるようなカンファレンスになれば幸いです。 

 

本カンファレンスで得られる学術成果は、病理学のみならず、他の領域の医学研究に

も貢献すると確信しています。そして、一晩語り明かすことで得た新たな仲間ととも

に、日本から世界へ素晴らしい研究成果が多数発信されることを祈念します。 

 

 

第 15 回日本病理学会カンファレンス 

世話人 森井 英一  

大阪大学大学院 医学系研究科 病態病理学・病理診断科 
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第 15 回日本病理学会カンファレンス ご挨拶 

「腫瘍の源流をみてみたい」 

 

ཧຍ者へのごෆ 
 

会ᮇ ��1� 年 � 月 � 日㸦㔠㸧1�  〜 � 日㸦ᅵ㸧1�  �� 分 

 

会ሙ  名鉄犬山ホテル㸦名鉄犬山㐟ᅬ㥐よりᚐṌ �分⛬ᗘ㸧 

 ࠛ�������� 愛知県犬山市犬山ྂๆ 1���1 

 7(/ �5����1���11 

 

᭹ 本カンファレンスは年カࣗࢪルなᙧᘧで⾜ࢃれます。 

 。しの㍍でお㉺しください↓ࢱࢡࢿ

 

ཷ 学会ཷは、�月 �日㸦㔠㸧1� よりレࣕࢳࢡー会ሙ㸦�㝵 彩㞼㸧前で⾜い

ます。ࣉロ࣒ࣛࢢ集、ࢿーࣉ࣒レーࢺをおཷけྲྀりください。 

 

ཧຍ㈝ 

 ᐟἩあり・ 

ኤ㣗あり 

ᐟἩなし・ 

ኤ㣗あり 

ᐟἩなし・ 

ኤ㣗なし 

一⯡ 1�����  1�����  ����� 

学部学生およࡧಟኈㄢ⛬学生 �����  �����  1���� 

ただし、�5 ṓ௨ୗの࣏スࢱー発⾲者は、２日間のフルཧຍをཎ๎として、ᐟἩ、ኤ㣗

㎸みでཧຍ㈝を 5���� とします。 

 

ᐟἩ ᐟἩされる᪉は、�月 �日㸦㔠㸧15  15 分からのࢥーࣄーࣈレࢡ୰に、

ཷで部ᒇの㘽をおΏしします。 

は、�月ࢺ࢘ࢡࢵ࢙ࢳ �日㸦ᅵ㸧の 11 までにホテルフロンࢺでお῭ませ

ください。 

にࢡローࢡー会ሙ前の⮫ࣕࢳࢡᚋは、レࢺ࢘ࢡࢵ࢙ࢳ、ン前ࢡࢵ࢙ࢳ

てⲴ≀をお㡸かりします。 

 

生ᾭ学⩦༢にࡘいて 

日本病理学会病理ᑓ㛛医㈨᱁᭦新༢ 

㸦ཧຍ㸧1� ༢ 㸦発⾲㸧➹㢌 5༢ ඹྠ �༢ 

日本ᑓ㛛医ᶵᵓᑓ㛛医㈨᱁᭦新༢㸦病理領域ㅮ⩦༢㸧�༢ 

 

病理ᑓ㛛医ཷ㦂㈨᱁ 

��15 年 � 月 1 日௨㝆のᑓ㛛研ಟ開ጞ者は本カンファレンスཧຍあるいは、分

Ꮚ病理診断ㅮ⩦会㸦⥲会にて開催㸧のཷㅮがᚲ㡲です 
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ㅮ₇発⾲要㡯 
 

レࣕࢳࢡー発⾲者 

 

� ごㅮ₇３０分、㉁応⟅㸯０分をணᐃしています。 

� ㅮ₇者の᪉は、ㅮ₇間㸯０分前までにḟ₇者ᖍにご╔ᖍください。 

� ḟ₇者ᖍにてࢥࢯࣃンを㉳ືしておᚅࡕください。 

� ごㅮ₇はࢥࢯࣃンࣉレࢮンテーࣙࢩン㸦㸯㠃ᫎ㸧のみとします。 

� ᫎのࣈࣛࢺルを㑊けるたࡵ、ご⮬㌟のࢥࢯࣃンでのㅮ₇をᇶ本といたします。 

ーの᥋続用ࢱࢡ࢙ࢪロࣉンとࢥࢯࣃ。ンの᧯సはྛ⮬でお㢪いいたしますࢥࢯࣃ �

に '�VXE �� ิ 15 $*ン� 9ࣆ ンによってࢥࢯࣃ。ルをご用ពいたしますࣈーࢣ

ルࣈーࢣンの㟁源ࢥࢯࣃ、ーがᚲ要なሙྜは、ྛ⮬ごᣢཧください。またࢱࣉࢲ

もᚲずごᣢཧください。なお、スࣜࢡーンࢭーࣂーࡸ┬㟁ຊタᐃはணࡵ解㝖して

ください。 

をࢱーࢹࣉࢵࢡࢵࣂ、ルにഛえてࣈࣛࢺンのࢥࢯࣃ � &'�5 ࡸ 86% ࣓ࣔࣜー➼で

ಖᏑのୖ、ごᣢཧください。ணഛ用としてົᒁでは :LQGRZV �3RZHU 3RLQW ��1��

ᶵを‽ഛいたします。 

 

 

 

 

ᗙ㛗 

 

� ごᢸᙜࣙࢩࢵࢭン開ጞணᐃ้の㸳分前までにḟᗙ㛗ᖍにご╔ᖍください。 

 。の間㏻りの㐍⾜にご༠ຊください࣒ࣛࢢロࣉ �
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 ー発⾲要㡯ࢱス࣏
 

� 発⾲者は、ྲཱྀ にて⏬㗩をཷけྲྀり、ᡤᐃのሙᡤに࣏スࢱーをᥖ♧してください。  
⦪、ルの大きさはࢿࣃーࢱス࣏ � 180cm×ᶓ 90cm です。 
� ୖ 20cm は₇㢟␒ྕおよ₇ࡧ㢟名➼です。 
� ᕥୖ 20cm×20cm に₇㢟␒ྕをົᒁで‽ഛしますので、ス࣌ースをご⪃៖くだ

さい。  
⚽ー発⾲は、日本病理学会研究᥎㐍ጤဨ会ጤဨにホ౯していただき、᭱ඃࢱス࣏ �

1 㢟、ඃ⚽ 2 㢟を㑅出し、㛢会に⾲ᙲを⾜います。 

㈞間 � 月 � 日㸦㔠㸧1����� �)「彩㞼」 

討ㄽ間 � 月 � 日㸦㔠㸧1������1��� �)「彩㞼」 

᧔ཤ間 � 月 � 日㸦ᅵ㸧�11� まで⤊ࢡレࣈーࣄーࢥ ��

ͤ᧔ཤ間ෆに᧔ཤされなかった࣏スࢱー

はົᒁでฎ分させていただきます。 
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㏻ࢭࢡス 

㟁㌴をご用のሙྜ 

� 犬山㐟ᅬ㥐㸦すཱྀ㸧から名鉄犬山ホテルまでᮌ᭮ᕝἢいᚐṌで⣙ �分です。 

 

� 名鉄名ྂᒇ㥐から࣑ࣗースカ㸦新㬼⾜㸧で犬山㐟ᅬ㥐へ㸦⣙ �� 分㸧 

� 名鉄名ྂᒇ㥐から名鉄犬山⥺・ᛌ㏿≉ᛴ㸦新㬼⾜㸧で犬山㐟ᅬ㥐へ㸦⣙ ��

分㸧 

� 名鉄名ྂᒇ㥐から名鉄犬山⥺・ᛴ⾜㸦新㬼⾜㸧で犬山㐟ᅬ㥐へ㸦⣙ �� 分㸧 

� ୰部ᅜ際✵ 㥐から࣑ࣗースカ㸦新㬼⾜㸧で犬山㐟ᅬ㥐へ㸦⣙ �� 分㸧 

� ୰部ᅜ際✵ 㥐から名ྂᒇ本⥺・≉ᛴ㸦名鉄ᒱ㜧⾜㸧で㔠山㥐、名ྂᒇ本

⥺・ᛴ⾜㸦新㬼⾜㸧�⣙ 1間 1� 分� 

� 名ྂᒇ㥐㸯␒ホー࣒から犬山⥺で、新㬼㸦しࢇうࡠま㸧㥐⾜にご㌴くださ

い。 

㸯ࡘのホー࣒から⾜きඛが㸯０カᡤ⛬ᗘの多ᒱにࢃたりますので、新㬼⾜き

にᚲず㌴してください。 

 。の㌴には、㐠㈤の他に≉ู㌴ᩱ㔠がᚲ要ですースカ࣑ࣗ �

� 名ྂᒇ̿犬山㐟ᅬ間は、⣙ 1� 分㹼15 分間㝸で㐠⾜しています。 

 

お㌴をご用のሙྜ 

� ᑠ∾ᮾ ,�&�よりᑿᙇࣃー࢙࢘ࢡ経⏤��� 分� 

� ᑠ∾ ,�&�より⨾⃰ຍⱱ・犬山᪉㠃へᅜ㐨 �1 ྕ⥺を┤㐍、県㐨 �� ྕ⥺とのᕪ

Ⅼにてྛົཎ᪉㠃へᕥᢡ��5 分� 
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会ሙෆ 
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 ࣒ࣛࢢロࣉ
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� 月 � 日㸦㔠㸧 
 

1����〜  ཷ㸦２㝵 彩㞼前㸧 

1����〜1���5 開会のご挨拶   日本病理学会理㛗 Ᏻ井 ᘺ 

1���5〜1��15 ົ㐃⤡およࡧンࢺロࣙࢩࢡࢲン 世話人 森井英一 

 

レࣕࢳࢡー㸯〜３     ᗙ㛗 ụ⏣ᰤ     

 

 

1��15〜1��55 レࣕࢳࢡー㸯 ኚ㑄する腫瘍の源 

  森井 英一 㸦大阪大学医学系研究科 病態病理学・病理診断科㸧 

 

1��55〜1���5 レࣕࢳࢡー２ 㛗ᑑ・がࢇ⪏性㱎ṑ㢮ࢲࣁカ࣑ࢬࢿࣂࢹ 

  ୕ᾆ ᜤᏊ 㸦⇃本大学生科学研究部 ⪁・ᗣ㛗ᑑ学分㔝㸧 

 

1���5〜15�15 レࣕࢳࢡー３ 腫瘍ᖿ⣽⬊が₯ࢳࢵࢽࡴとప㓟素スࢺレス 
   ụ⏣ ᰤ 㸦山ཱྀ大学医学系研究科 病理ᙧ態学ㅮᗙ㸧 

 

15�15〜15� ࢡレࣈーࣄーࢥ  �5

 

 

レࣕࢳࢡー４〜㸳     ᗙ㛗 森井英一    

 

 

15�5�〜1���� レࣕࢳࢡー４ ⣽⬊➇ྜによるがࢇไᚚの分Ꮚᇶ┙ 

井ᇉ 㐩ྣ 㸦ி㒔大学大学院生科学研究科ࢩステ࣒ᶵ⬟学分㔝㸧 

 

1����〜1��1� レࣕࢳࢡー㸳 ࢜ルࢻࣀ࢞がษりᣅくࢺࣄᝈ生≀学 
బ⸨ ಇᮁ 㸦᠕⩏ሿ大学医学部 ᾘჾෆ科㸧 

 

ඹ催ࢼ࣑ࢭー      ᗙ㛗 ㇏ᅧఙဢ    

 

1��1�〜1�� ࢢンࢽーࣛࣉーࢹ病理学ሗを用いた࣒ࣀࢤ �5

▼ᕝ ಇ平 㸦ᮾி医科ṑ科大学㞴ᝈ研究ᡤ࣒ࣀࢤ病理学分㔝  

  ᮾி大学医学系研究科 分Ꮚண㜵医学分㔝㸧 

 

 

1����〜1���� ኤ㣗 㸦彩㞼 ２㝵㸧 

 

 

1����〜�1� ー₇㢟討議㸩᠓ぶ会 㸦彩㞼༡ ２㝵㸧ࢱス࣏ ��

 

�1���〜  フࣜーࢹスカࣙࢩࢵン 㸦はࡂ・きく 㸯㝵㸧 
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� 月 � 日㸦ᅵ㸧 
 

����〜���� ᮅ㣗㸦࢞ーࢹンレスࣛࢺン 㸯㝵㸧 

���5〜  グ念┿ᙳ 㸦㸯㝵 Ⱚのᗞ㸧     

 

レࣕࢳࢡー㸴〜８     ᗙ㛗 ㏆⸨英స    

 

��5�〜���� レࣕࢳࢡー㸴 がࢇᖿ⣽⬊とචࢩステ࣒ 

ච系はがࢇᖿ⣽⬊を㆑ูできるか㸽 

㫽㉺ ಇᙪ 㸦ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ㸧 

  

����〜1��1� レࣕࢳࢡー㸵 L36 ⣽⬊ᢏ術によるがࢇ⣽⬊の理解とไᚚ 

山⏣ Ὀᗈ 㸦ᮾி大学医科学研究ᡤඛ㐍病態ࣔࢹル研究分㔝㸧 

 

1��1�〜1��5� レࣕࢳࢡー８ がࢇのᆒ一性とそれにకうがࢡࢇローン㐍 
㇂ෆ⏣ ┿一 㸦大阪大学医学系研究科 が࣒ࣀࢤࢇሗ学㸧 

 

1��5�〜11� ࢡレࣈーࣄーࢥ  ��

 

レࣕࢳࢡー㸷〜㸯０     ᗙ㛗 山⏣Ὀᗈ    

 

11���〜11��� レࣕࢳࢡー㸷 ᖿ⣽⬊マーカー75$�32';/1 とᝏ性腫瘍との㛵り 

㹼WXPRU GHYHORSPHQW RU WXPRU SURJUHVVLRQ"㹼 

㏆⸨ 英స 㸦新₲大学医ṑ学⥲ྜ研究科分Ꮚ⣽⬊病理学分㔝㸧 

 

11���〜1���� レࣕࢳࢡー㸯０ ࢜ࣂマテࣜルとがࢇᖿ⣽⬊ 
⏣୰ ఙဢ 㸦ᾏ㐨大学大学院医学研究院腫瘍病理学ᩍᐊ㸧 

 

 

 

 

1����〜1���� ඃ⚽࣏スࢱー㈹⾲ᙲ   世話人 森井英一 

 

  㛢会のご挨拶 日本病理学会研究᥎㐍ጤဨ 

    ḟ回世話人   ⏣୰ఙဢ 
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 ⾲ー発ࢱス࣏
 

       ー  ᶓᓮᏹࢱーࢿࢹーࢥ   㸯ࣉルーࢢ

 

3�1 

ၚᾮ⭢における DGHQRPD�FDUFLQRPD VHTXHQFH のࣔࢹルとしての多ᙧ⭢腫と多ᙧ⭢腫

⏤᮶⒴ 

ⲡ῝ බ⚽、୰ᓥ Ꮥ、ᮡ㔝 㝯 

㟼ᒸ県立㟼ᒸがࢭࢇンࢱー病理診断科 

 

3�� 

⤊ᮎ分⣽⬊とゝࢃれているၚᾮ⭢⭢ᡣ⣽⬊に⮬ᕫ」〇⬟があるのか㸽 

� 3XOVH DQG &KDVH H[SHULPHQW を用いた実㦂ⓗ᳨ド� 
▼⏣ ஂ、ᐩ⏣ ᘯஅ、ཎ 明 
ᒱ㜧大学大学院医学系研究科 腫瘍病理学 
 

3�� 

⬻腫瘍 LQWHJUDWHG GLDJQRVLV への GHHS�OHDUQLQJ ἲの応用 
▼⏣ 㞝 1、᱓ཎ  �、㐲⏣ ᘓ �、ᮡ㔝 ᘯ 1、㕥㮵 ῟ 1、⋤ ☨ 1、㇂ᕝ ⪷
1、ὠ⏣ ┿ᑑ⨾ 1、⏣୰ ఙဢ 1 
1� ᾏ㐨大学 大学院医学研究院 腫瘍病理学ᩍᐊ �� ᾏ㐨大学病院 病理診
断科 �� ᾏ㐨大学 医学部医学科 
 

3�� 

⭺ⱆ腫の⾑⟶周囲ᚤᑠ⎔ቃにおける腫瘍⣽⬊と⾑⟶周⓶⣽⬊およࡧ⾑⟶ෆ⓶⣽⬊と

の┦స用 
ᡁ ඃᶞ 1、⋤ ☨ 2,3、ὠ⏣ ┿ᑑ⨾ 2,3、⏣୰ ఙဢ 2,3

1 ᾏ㐨大学大学院医学院 病理学ㅮᗙ腫瘍病理学ᩍᐊ、2 ᾏ㐨大学大学院医学研究
院 病理学ㅮᗙ腫瘍病理学ᩍᐊ 
3 ᾏ㐨大学ᅜ際㐃ᦠ研究ᩍ⫱ᒁ GI-CoRE, GSS 
 

3�5 

大⭠⭢腫のᝏ性における &'��� 㝧性腫瘍㛵㐃組織⌫の㔜要性 
㇂山大ᶞ ���、㇂山Ύᕫ �、山本英႐ �、ᅾὠ₶一 �、㰺⸨ᙲஂ �、ᒸ▮ �、ᆏ本┤
ஓ �、㇂ᘯ �、大ୖ┤⚽ �� Ᏻ井 ᘺ � 
�ᗈᓥ大学大学院 医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学研究ᐊ  �࿋医⒪ࢭンࢱー・୰ᅜ
がࢭࢇンࢱー病理診断科  �࿋医⒪ࢭンࢱー・୰ᅜがࢭࢇンࢱー院㛗 
 

3�� 

腫瘍㛵㐃マࢡロファーࢪから分Ἢされる &&/� は $NW およࡧ (5. 経㊰をして㣗㐨ᡥ

平ୖ⓶⒴の㐠ື⬟をஹ㐍する 
ඣ⋢ ㈗அ �、ᆏ本 ᾈ㍤ �� �、⸨ᕝ ṇ㝯 �� �、ᮾ㔝 ᒎ英 �� �、ᑠ平 日実Ꮚ �、市ཎ ᭷
⨾ �、⣽㔝 㞞⩏ �� �、すᑿ ┿理 �、㔜ᒸ Ꮵ �、≻ 㞝一ᮁ �、ᶓᓮ ᏹ � 
� ⚄ᡞ大・院医・病理学� � ⚄ᡞ大・院医・㣗㐨⫶⭠እ科学 
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   ー  㫽㉺ಇᙪࢱーࢿࢹーࢥ   ２ࣉルーࢢ

 

3�� 

ᾐ₶性⮅⟶⒴の術前学⒪ἲにおける⒴間㉁の病理組織学ⓗኚ 
ᚋ⸨  ៅኴ㑻 �  ྜྷ⃝  ᛅྖ � ⩚㈡  ᩄ༤ � ࿋ 㞼⇩ � Ύ㔝  ᾈᏊ � ▼ᡞ ᆂஅ
㍜ � ⏣ 一 � 㨣ᓥ  ᏹ �  
�ᘯ前大学大学院医学研究科病理生科学ㅮᗙ 
�ᘯ前大学大学院医学研究科ᾘჾእ科学ㅮᗙ 
 

3�� 

6'35 は ,/. をしてᏊᐑయ部㢮ෆ⭷⒴のୖ⓶間ⴥ㌿をಁ㐍する 
⏣ཎ ⤀一㑻、㔝ᓥ ⪽、大ᓥ ྖ、㔜 ┿ἋᏊ、ᇼ ⏤⨾Ꮚ、⏣ ┤ᶞ、ụ⏣ ⣧
一㑻、森井 英一 
大阪大学大学院 医学系研究科病態病理学ㅮᗙ 
 

3�� 

&ROODJHQ W\SH , LQGXFHV (*)5�7., UHVLVWDQFH LQ (*)5�PXWDWHG FDQFHU FHOOV YLD 

P725 DFWLYDWLRQ WKURXJK $NW�LQGHSHQGHQW SDWKZD\ 
山㷂⩧ኴ ���、ᵽཱྀὒ一 ���、▼ᶫᫀ幸 ���、ᶫ本ᘯᏊ �、ᏳỌṇᾈ ���、ᯇᮧಖᗈ ���、ᅵ
ཎ一ဢ ���、 
ᆤ井ṇ༤ �、ᚋ⸨ຌ一 �、ⴠྜ῟ᚿ �、▼井源一㑻 ��� 
�ᮾி大学大学院 新領域生科学研究科、�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭン
 、ー ⮫ᗋ腫瘍病理分㔝ࢱ
�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱーᮾ病院 ྾ჾෆ科、�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭ
ンࢱー 新⸆開発分㔝、 
�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー ࣒ࣀࢤ 7, 分㔝、�ᅜ立がࢇ研究ࢭン
 、ーᮾ病院 ྾ჾእ科ࢱ
�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー 
 

3�1� 

,G� Ḟᦆマ࢘スのᑠ⭠腫瘍はඛኳ性␗ᡤ性⫶⢓⭷を発生ẕᆅとし、⮬↛経㐣ⓗに⭢腫

から⭢⒴へと㐍ᒎする。 
୰ᮧ ࣁル࣑㸯��、森 ኴ㑻２��、ᶓ⏣ ⩏ྐ�ᨾ人�� 

㸯大阪ᅜ際がࢭࢇンࢱー 病理・⣽⬊診断科、２㔠ἑ医科大学 ⚄経ෆ科学、�⚟井大
学 医学部 分Ꮚ㑇ఏ学 
 

3�11 

%5$)9���( ኚ␗、&';� 発⌧ᾘኻによる大⭠㗬ṑ状⭢⒴マ࢘スࣔࢹルを用いた新つ診断

マーカー、⒪ᶆⓗのྠᐃ 
ᆏ本┤ஓ �、᭹部ᣅஓ �、本間りりの �、㇂山大ᶞ �、㇂ᘯ �、大ୖ┤⚽ �、(ULF 5 )HDURQ�、
Ᏻ井 ᘺ � 
�ᗈᓥ大学大学院 医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学 
� Departments of Internal medicine, Pathology, Human Genetics, University of Michigan 
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3�1� 

大⭠⒴࢜ルࢻࣀ࢞を用いた⒴ᖿ⣽⬊≉␗ⓗな㌿㉸ಖᏑ領域の発⌧・ᶵ⬟解析 
本間りりの ���、ᆏ本┤ஓ �、7KDQJ 3KDP 4XRF1、▼ᕝὯ �、῝⏣ె✑ �、㇂山大ᶞ �、
᭹部ᣅஓ �、㇂ᘯ �、大ୖ┤⚽ �、Ᏻ井ᘺ � 
�ᗈᓥ大学大学院 医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学研究ᐊ 
�日本学術⯆会 ≉ู研究ဨ '& 
 

 

 

 

   ー  ⏣୰ఙဢࢱーࢿࢹーࢥ   ３ࣉルーࢢ

 

3�1� 
ンྜ成㓝素ࣜࢭ�' 6HULQH UDFHPDVH は大⭠⒴⣽⬊のቑṪをಁ㐍する 
大ᓥྖ �、㔝ᓥ ⪽ �、⏣ཎ ⤀一㑻 �、㔜 ┿ἋᏊ �、ᕝᓮ ᱇㍜ �、ᇼ ⏤⨾Ꮚ �、
⏣ ┤ᶞ �、ụ⏣ ⣧一㑻 �、森井 英一 � 
� 大阪大学大学院医学系研究科病態病理学ㅮᗙ・病理診断科 
 

3�1� 

への᭚㟢は⣽⬊⾲ᒙୖ⓶⣽⬊ෆのࢡルࢱ �౯鉄࢜ンをቑຍさせ発⒴に㛵ࢃる 
本ᒸ 大♫ 1��、ఀ⸨ ᩥဢ �、⏣௦ ᾈᚨ �、∦ῲ ⚽㝯 1、㇏ᅧ ఙဢ �  
1⇃本大学 ⏘科፬人科学、�名ྂᒇ大学 生య応病理学、�⇃本大学 ẕᏊ・┳ㆤ
学 
 

3�15 
組織㏱明ᢏ術 &8%,& を用いた新たな病理組織診断ἲ 
㔝ᓥ ⪽ �� Ὢ㷂 ᝋ生 ������ୖ⏣ Ὀᕫ ���� 森井 英一 � 
�大阪大学 大学院医学系研究科 医学ᑓᨷ 病態病理学ㅮᗙ 
�ᮾி大学 大学院医学系研究科 ᶵ⬟生≀学ᑓᨷ ࢩステࢬ࣒⸆理学ᩍᐊ 
�理学研究ᡤ 生ࢩステ࣒研究ࢭンࢱー ྜ成生≀学研究ࢢルーࣉ 
�科学ᢏ術⯆ᶵᵓさきがけ 
 

3�1� 
┤᥋⏘科ⓗṚஸの᳨⣴におけるዷ⏘፬Ṛஸ๗᳨マࣗࢽルの᭷ຠ性の᳨ド  
ⱝ⊈᭸Ꮚ � ᳜⏣ึỤ２ ➉ෆ┿３ ኴ⏣ၿኵ � ⱝ⊈研一４ 
�㏆␥大学医学部ዉⰋ病院 病理診断科 ２ᅜ立ᚠ⎔ჾ病研究ࢭンࢱー 病理部  
３大阪ᗓ立ẕᏊಖ⥲ྜ医⒪ࢭンࢱー 病理診断科 ４▼ษ生႐病院 病理診断科  
 

3�1� 
⫢㞀ᐖにおける⣽⫹⟶応のไᚚᶵᵓと生యにえるᙳ㡪とᙺの解明 
㔝ཱྀ  �、ᐩ⏣ ᘯஅ �、㔠山 知ᘯ �、⩚ ளᘪ �、Ἴ多㔝 ⿱一㑻 �、ཎ 明 � 
�ᒱ㜧大学大学院 腫瘍病理学ㅮᗙ 
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3�1� 
ࣜンࣃᙧ㉁⣽⬊性ࣜンࣃ腫の分にᑐしてࢢル࣑ࢱンがཬࡰすຠ果にࡘいて 
⏣ ┤ᶞ 1、㔝ᓥ ⪽ 1、⏣ཎ ⤀一㑻 1、大ᓥ ྖ 1、㔜 ┿ἋᏊ 1、ᕝᓮ ᱇
㍜ 1、ย⚲ 世 1、ᴋ本 ┿ஓ 1、ụ⏣ ⣧一㑻 1、森井 英一 1 
1大阪大学医学部病態病理学・病理診断科 
 

3�1� 
༸ᕢ明⣽⬊⒴の⒪ᶆⓗとして +'$&� のྍ⬟性㹼$5,'1$ に╔目して㹼 
▮㔝ග๛ 1, 2㸪Ᏻ⏣ᨻ実 1㸪ᐑ⃝㯞㔛Ꮚ 3㸪ᐑ⃝ᫀᶞ 3㸪୕㍯┿၏Ꮚ 4㸪㛗㇂ᕝ幸Ύ 4㸪ᴍ
ཎஂྖ 2 
1 ᇸ⋢医科大学ᅜ際医⒪ࢭンࢱー病理診断科 
2 大分大学⏘科፬人科学ㅮᗙ 
3 ᮾᾏ大学医学部ᑓ㛛診⒪学系⏘፬人科 
4 ᇸ⋢医科大学ᅜ際医⒪ࢭンࢱー፬人科腫瘍科 
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ᢒ 㘓 
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レࣕࢳࢡー㸯 

ኚ㑄する腫瘍の源 

 
森井 英一 

大阪大学大学院 医学系研究科 病態病理学・病理診断科 

 

 病理診断をしながら日ᖖⓗに腫瘍を㢧ᚤ㙾でぢていれば、これは一యどࢇな⣽⬊か

ら生まれているのだࢁうとࡩとၥをᣢࡘことがある。目の前にぢえている腫瘍の源

をみてみたいという、「㌿⛣」ࡸ「発」という⌧㇟がᙺに立ࡘ。㌿⛣は腫瘍の一

部がูのሙᡤに生╔してቑ大する⌧㇟で、発は⒪により腫瘍の大༙がᾘえཤって

も、一部のṧᏑ⣽⬊からᗘ腫瘍がᙧ成される⌧㇟である。㌿⛣ࡸ発のもとになる

⣽⬊、ࡘまり腫瘍の源と⪃えられる⣽⬊は、様々な⒪にᢠ性のある腫瘍⣽⬊で、

ู名「腫瘍ᖿ⣽⬊」ともばれる。 

 これまで✀々の腫瘍ᖿ⣽⬊マーカーがᥦၐされているが、その୰でもホルマࣜンᅛ

ᐃࣛࣃフンໟᇙࢺࣄ病理ษ∦でẚ㍑ⓗほᐹしࡸすいマーカーがルࢻࣄࢹ⬺水素

㓝素㸦$/'+� DOGHK\GH GHK\GURJHQDVH㸧である。$/'+ 㝧性⣽⬊の୰に腫瘍ᖿ⣽⬊がྵ

まれることは、Ꮚᐑ㢮ෆ⭷⒴において $/'+ 㝧性腫瘍⣽⬊をචマ࢘スに⛣᳜す

ると㝜性腫瘍⣽⬊とẚ㍑して大きな腫瘍をᙧ成すること、$/'+ 㝧性腫瘍⣽⬊のྜの

多い⮫ᗋはணᚋⰋで発ࡸ㌿⛣しࡸすいഴྥにあることと一⮴する。ච組織

学ⓗにㄪたとこࢁ、Ꮚᐑ㢮ෆ⭷⒴では≉に $/'+ 㝧性腫瘍⣽⬊がᏑᅾする一ᐃの

領域はᣦできなかったが、$/'+ 㝧性腫瘍⣽⬊どうしはࣛࢡスࢱーをᙧ成するഴྥに

あった。これまで我々は、$/'+ 㝧性㸭㝜性をไᚚする因Ꮚがあるのではないかと⪃え

᳨討したとこ1、ࢁRGDO が $/'+ 㝜性状態をច㉳することがࢃかった。 

 ṇᖖにおける「ᖿ⣽⬊」は⮬ᕫ」〇⬟と多分⬟をもࡘ⣽⬊で、⾑ᾮ⣽⬊ࡸ生Ṫ⣽

⬊といったある一ᐃの⣽⬊集団をᙧ成することができる。腫瘍の源となる⣽⬊も、腫

瘍యをᗘᙧ成できることから腫瘍ᖿ⣽⬊と名されているが、᭱㏆、腫瘍ᖿ⣽⬊

௨እの⣽⬊からも腫瘍ᖿ⣽⬊ができるというྍረ性がሗ࿌されている。ࡘまり、ᮍ⇍

状態から成⇍状態へ一ᐃの᪉ྥ性をもって分していくṇᖖᖿ⣽⬊と、ྍ ረ性をもっ

てᏳᐃ状態にある腫瘍ᖿ⣽⬊とは␗なる性㉁をもࡘとゝえる。あるព、腫瘍ᖿ⣽

⬊とは、༢なるᮍ⇍な状態にある⣽⬊のことをᣦすのかもしれない。我々がこれまで

明らかにしている $/'+ 㝧性㸭㝜性をไᚚする因Ꮚを㏻して、ኚ㑄する腫瘍の源にࡘ

いて⪃ᐹしたい。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��� 年 ி㒔大学⸆学部⸆学科 ༞ᴗ 

1��� 年 大阪大学医学部医学科 ༞ᴗ  

1��� 年 日本学術⯆会≉ู研究ဨ�'&1� 

1��� 年 大阪大学大学院医学研究科 ༤ኈㄢ⛬ಟ㸦医学༤ኈྲྀ得㸧 

1��� 年 大阪大学医学部 ຓ手 

1��� 年  大阪大学大学院医学系研究科 ຓ手 

���� 年  大阪大学大学院医学系研究科 ᩍᤵ 

��1� 年 大阪大学大学院医学系研究科 ᩍᤵ㸦⌧ᅾに⮳る㸧 

��15 年  大阪大学大学院医学系研究科 研究科㛗㸦⌧ᅾに⮳る㸧 

��1� 年  大阪大学理㸦⌧ᅾに⮳る㸧 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

 

���1年  日本病理学会学術研究㈹ 

����年  日本病理学会学術ዡບ㈹ 

���5年  ⰼ⋤研究ዡບ㈹ 

 

࠙ᩥ献ࠚ 

 

1� 3DUN +� 2KVKLPD .� 1RMLPD 6� 7DKDUD 6� .XUDVKLJH 0� +RUL <� 2NX]DNL '� :DGD 1� ,NHGD -,� 

0RULL (� /DE ,QYHVW� ��1� $SU�������������1� 

�� 2KVKLPD .� 1RMLPD 6� 7DKDUD 6� .XUDVKLJH 0� +RUL <� +DJLZDUD .� 2NX]DNL '� 2NL 6� :DGD 1� 

,NHGD -,� .DQDL <� 0RULL (� 6FL 5HS� ��1� 0DU ������55��� 

�� 0RULL (� - 7R[LFRO 3DWKRO� ��1� -DQ����1��1��� 

�� 7DKDUD 6� 1RMLPD 6� 2KVKLPD .� +RUL <� .XUDVKLJH 0� :DGD 1� ,NHGD -� 0RULL (� &DQFHU 6FL� 

��1� 6HS�1������1��5�5�� 

5� :DGD 1� ,NHGD -� 1RMLPD 6� 7DKDUD 6� 2KVKLPD .� 2NX]DNL '� 0RULL (� /DE ,QYHVW� ��1� 

0D\����5��51���5� 

�� :DGD 1� =KDQ 0� +RUL <� +RQPD .� ,NHGD -� 0RULL (� /DE ,QYHVW� ��1� -DQ����1�������� 

�� :DQJ <� -LDQJ <� 7LDQ 7� +RUL <� :DGD 1� ,NHGD -� 0RULL (� %LRFKHP %LRSK\V 5HV &RPPXQ� ��1� 

1RY 1����������1��� 

�� ,NHGD -� 0DPDW 6� 7LDQ 7� :DQJ <� /XR :� 5DKDGLDQL 1� $R]DVD .� 0RULL (� /DE ,QYHVW� ��1� 

$SU�����������1�� 

�� 5DKDGLDQL 1� ,NHGD -� 0DPDW 6� 0DWVX]DNL 6� 8HGD <� 8PHKDUD 5� 7LDQ 7� :DQJ <� (QRPRWR 7� 

.LPXUD 7� $R]DVD .� 0RULL (� &DQFHU 6FL� ��11 $SU�1������������ 

1�� ,NHGD -� 0DPDW 6� 7LDQ 7� :DQJ <� 5DKDGLDQL 1� $R]DVD .� 0RULL (� $P - 3DWKRO� ��1� 

'HF�1���������1��� 

11� 5DKDGLDQL 1� ,NHGD -� 0DNLQR 7� 7LDQ 7� 4LX <� 0DPDW 6� :DQJ <� 'RNL <� $R]DVD .� 0RULL 

(� $QQ 6XUJ 2QFRO� ��1� 0D\�1��5��1�11���� 

1�� 2GD 7� 7LDQ 7� ,QRXH 0� ,NHGD -� 4LX <� 2NXPXUD 0� $R]DVD .� 0RULL (� $P - 3DWKRO� ���� 

6HS�1�5����1��5��5� 

1�� ,NHGD -� 2GD 7� ,QRXH 0� 8HNLWD 7� 6DNDL 5� 2NXPXUD 0� $R]DVD .� 0RULL (� &DQFHU 6FL� ���� 

0DU�1������������� 
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レࣕࢳࢡー２ 

㛗ᑑ・がࢇ⪏性㱎ṑ㢮ࢲࣁカ࣑ࢬࢿࣂࢹ 

7KH ORQJ�OLYHG DQG FDQFHU�UHVLVWDQW URGHQW� WKH QDNHG PROH�UDW� 
 

୕ᾆ ᜤᏊ 

.\RNR 0LXUD 

⇃本大学大学院 生科学研究部 ⪁・ᗣ㛗ᑑ学分㔝 

.XPDPRWR 8QLYHUVLW\� )DFXOW\ RI /LIH 6FLHQFHV� /DERUDWRU\ IRU 0ROHFXODU %LRORJ\ 

RI $JLQJ DQG /RQJHYLW\ 

 

のマࣜࢯ・ࢽࢣ・ࣆ࢜ࢳ࢚、㸦1DNHG PROH�UDW� 105㸧は࣑ࢬࢿࣂࢹカࢲࣁ 

ᆅୗに生ᜥする㱎ṑ㢮である。᪻ のࢳࣁࡸࣜに㢮ఝした分ᴗไのカースࢺ♫会を

ᣢࡕ、ᆅୗにࢺンࢿルからなるࢥロࢽーをᙧ成して集団生άをႠࢲࣁ。ࡴカࢬࢿࣂࢹ

スとྠ➼の大きさながら⣙࢘はマ࣑ 1� ಸのᑑを᭷し㸦平ᆒᑑ �� 年㸧、これまで

に腫瘍ᙧ成がとࢇどㄆࡵられていないがࢇ⪏性の≉ᚩを᭷する。さらにᆅୗの⣙

��のప㓟素⎔ቃへ㐺応しており、့ங㢮でありながらపయ 㸦�� ᗘ㸧かࡘእ 性㸦እ

Ẽ にయෆ を౫Ꮡ㸧という⌋しい≉ᚩをేせもࡕ、㏆年研究ᑐ㇟としてὀ目を集ࡵ

ている。 

 我々はこれまでに、ࢲࣁカ࣑ࢬࢿࣂࢹのᢠ⪁・ᢠがࢇ・♫会性の࣓カ࣒ࢬࢽの

解析のた105、ࡵ�L36 ⣽⬊のᶞ立ࡸ �' 05, スのᵓ⠏、ྛ✀⮚ჾにおける㑇ఏࣛࢺ⬻

Ꮚ発⌧ሗのᩚഛなどᇶ♏ⓗな研究ᇶ┙を確立してきた。ḟに、ᶞ立した 105�L36 ⣽

⬊の解析を㐍ࡵた⤖果、⯆῝いことに、がࢇ⪏性㱎ṑ㢮ࢲࣁカ࣑ࢬࢿࣂࢹからᶞ

立した L36 ⣽⬊は、LQ YLWUR での୕⬇ⴥへの多分⬟をᣢࡕ㛗ᮇ⥅௦⥔ᣢがྍ⬟に

も㛵ࢃらず、マ࢘スࢺࣄࡸ⏤᮶の L36 ⣽⬊と␗なり、ᮍ分状態で⛣᳜されたሙྜの

㐀腫瘍性㸦奇ᙧ腫ᙧ成⬟㸧をもたないことをぢ出した。そこで 105�L36 ⣽⬊の腫瘍

⪏性をつᐃする࣓カ࣒ࢬࢽに㛵して解析を⾜ったとこࢁ、ື ≀✀≉␗ⓗながࢇᢚไ㑇

ఏᏊ $5) の発⌧⥔ᣢᶵᵓとがࢇ㑇ఏᏊ (5DV のᶵ⬟Ḟኻにより、腫瘍⪏性⬟がไᚚ

されていることがุ明した㸦1DWXUH &RPPXQLFDWLRQV� ��1�㸧。また、ಶయの⪁⪏

性にᐤすると⪃えられる、⣽⬊⪁にᑐする≉␗な応⟅性が明らかになってきてい

る。  

 本年 �月には⇃本大学医学部に大ᆺの㣫⫱ᐊが成するணᐃであり、ᚋࢲࣁカࢹ

、ルື≀にྥけて、より一ᒙ研究ᇶ┙を実させていく。本会ではࢹの࣑ࣔࢬࢿࣂ

⪏性の≉ᚩ、そして我々のこれまでのࢇ⪏性・が⪂、ࡸの生態࣑ࢬࢿࣂࢹカࢲࣁ

研究ෆᐜを⤂したい。  
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࠙␎Ṕࠚ 

 

���� 年 ዉⰋዪᏊ大学理学部学科 ༞ᴗ 

���� 年 ዉⰋඛ➃科学ᢏ術大学院大学࢚ࢧ࢜ࣂンス研究科  

         ༤ኈ前ᮇㄢ⛬ಟ 

��1� 年 ி㒔大学大学院医学研究科 ༤ኈㄢ⛬ಟ 

��1� 年 ᠕⩏ሿ大学医学部生理学 ≉ู研究ຓᩍ 

��11 年  日本学術⯆会 ≉ู研究ဨ 63' 

��1� 年  科学ᢏ術⯆ᶵᵓ さきがけᑓ௵研究者 

��1� 年 ᠕⩏ሿ大学医学部生理学 ≉௵ㅮᖌ�㠀ᖖ� 

��1� 年  ᾏ㐨大学㑇ఏᏊ病ไᚚ研究ᡤ ື≀ᶵ⬟医科学研究ᐊ ㅮᖌ㸦テࢡࢵࣛࢺࣗࢽ㸧 

��1� 年  ᾏ㐨大学㑇ఏᏊ病ไᚚ研究ᡤ ື≀ᶵ⬟医科学研究ᐊ ᩍᤵ 

��1� 年  ⇃本大学大学院ඛᑟᶵᵓ㸭大学院生科学研究部 ⪁・ᗣ㛗ᑑ学分㔝 ᩍᤵ 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

 

��1�年  第1�回日本⅖・生医学会ዡບ㈹ 

��1�年  ᾏ㐨大学 研究⥲㛗㈹ ዡບ㈹ 

��1�年  ᠕医学会第�回㔝ᮧ㐩ḟ㈹ 

��1�年  科学ᢏ術への㢧ⴭな貢献��1�㸦ࢼスステࣉࢵな研究者㸧 

��1�年  科学ᢏ術分㔝のᩥ部科学大⮧⾲ᙲ・ⱝ手科学者㈹ 

 

࠙ᩥ献ࠚ 

 

0L\DZDNL 6� .DZDPXUD <� 2LZD <� 6KLPL]X $� +DFKL\D 7� %RQR +� .R\D ,� 2NDGD <� .LPXUD 7� 7VXFKL\D 

<� 6X]XNL 6� 2QLVKL 1� .X]XPDNL 1� 0DWVX]DNL <� 1DULWD 0� ,NHGD (� 2NDQR\D .� 6HLQR .� 6D\D 

+� 2NDQR +� 0LXUD . �FRUUHVSRQGLQJ DXWKRU� 

7XPRXU UHVLVWDQFH LQ LQGXFHG SOXULSRWHQW VWHP FHOOV GHULYHG IURP QDNHG PROH�UDWV 

1DWXUH &RPPXQLFDWLRQV ��11��1� ���1�� 
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レࣕࢳࢡー３ 

腫瘍ᖿ⣽⬊が₯ࢳࢵࢽࡴとప㓟素スࢺレス 

 
 ụ⏣ ᰤ 

山ཱྀ大学大学院医学系研究科病理ᙧ態学ㅮᗙ 

 

 病理医は、ᅛᙧ腫瘍の多くが組織ෆ多様性を♧すことをྂくよりㄆ㆑し、いくࡘか

の組織学ⓗ≉ᚩがᝈ者ணᚋと┦㛵することをㄡよりも᪩くㄆ知していた。一᪉、ᇶ♏

医学研究者らにより、ᅛᙧ腫瘍組織ෆにもᖿ⣽⬊性を᭷する腫瘍⣽⬊㸦腫瘍ᖿ⣽⬊㸧

がᏑᅾし、それら腫瘍ᖿ⣽⬊が腫瘍病態において୰心ⓗなᙺを果たすことを♧す多

くの研究成果がሗ࿌されてきた。我々のㅮᗙでは、これら のഃ㠃から腫瘍病態にࡘ�

く研究をࡴながる新たな⣒ཱྀをᥗࡘすることにより、腫瘍のணᚋᨵၿにࢳローࣉ

㐍ࡵている。 

 ⭺ⱆ腫㸦JOLREODVWRPD㸧は、ᴟࡵてணᚋⰋの腫瘍であり、ணᚋᨵၿにྥけ、手術

ᚋの発、学⒪ἲ・ᨺᑕ⥺⒪ἲにᑐするᢠ性のඞ᭹がᚅたれる。⥙⨶ⓗ㑇ఏᏊ解

析など多くの研究成果がሗ࿌されたが、᭷ຠな⒪ἲの確立には⛬㐲い。腫瘍ᖿ⣽⬊

を┤᥋のᶆⓗとした⒪ἲにᮇᚅがᐤせられているが、発⌧ᙧ㉁がኚし続けるとい

う腫瘍⣽⬊もࡘ≉性のたࡵ、ᶆⓗ分Ꮚの⤠り㎸みが大きなቨとなっている。そうした

⌧状を㋃まえ、我々は、腫瘍ᖿ⣽⬊を┤᥋のᶆⓗにするのではなく、⭺ⱆ腫のணᚋ

Ⰻな病態をつᐃしている腫瘍ᖿ⣽⬊が₯ࡴᚤᑠ⎔ቃ㸦ࢳࢵࢽ㸧を≉ᐃし、そのࢳࢵࢽ

というഃ㠃から⒪ᶆⓗとなる分Ꮚを≉ᐃすることが、᭷ຠな⒪ἲ確立にࡘながる

のではと⪃え研究を㐍ࡵてきた。ලయⓗには、㦵㧊⛣᳜において㧗い㦵㧊組織ᵓ⠏

⬟を♧すことがሗ࿌されたᖿ⣽⬊㸦+,)�1 を୰➼ᗘレ࣋ルで発⌧しఇṆᮇにあるᖿ⣽

⬊㸧のᙧ㉁に╔目し、ྠᙧ㉁の腫瘍ᖿ⣽⬊がࢺࣄ⭺ⱆ腫組織ෆにもᏑᅾするのか、ま

たᏑᅾするのであれば、どのようなᚤᑠ⎔ቃに₯ࢇでいるかを探⣴した。ヲ⣽な病理

組織学ⓗ解析の⤖果、ᴟࡵてᑡ数ではあるが、⭺ⱆ腫組織ෆにᙜヱ腫瘍ᖿ⣽⬊のᏑᅾ

が確ㄆされ、それらが⾑性ቯṚᕢと⾑⟶の間にᒁᅾしていることをぢ出し、そのᚤ

ᑠ⎔ቃをቯṚ周囲ࢳࢵࢽ㸦SHUL�QHFURWLF QLFKH㸧と名けሗ࿌した。さらに、ᙜヱ

⣽⬊の₯ࡴቯṚ周囲ࢳࢵࢽを、LQ YLWUR ప㓟素ୗ VSKHURLG ᇵ㣴系にて⌧すること

に成ຌし、VSKHUH IRUPLQJ DVVD\によりᙜヱ⣽⬊をྵࡴVSKHURLGが᭷ពに㧗いVSKHUH 

IRUPLQJ ά性を᭷することが♧され、ቯṚ周囲ࢳࢵࢽが㐀腫瘍性の㧗いᖿ⣽⬊をྵࡴ

を≉ᚩ࡙けるప㓟素状態ࢳࢵࢽであると⪃ᐹされた。さらに我々は、ቯṚ周囲ࢳࢵࢽ

あるいはపᰤ㣴状態に╔目し、ቯṚ周囲ࢳࢵࢽをᶍೌした LQ YLWUR 実㦂系にて解析

を㐍ࡵた。その⤖果、⯆῝い知ぢとして、これまでは㟼ⓗな性㉁とᤊえられていた

腫瘍ᖿ⣽⬊のᖿ⣽⬊性が、腫瘍ෆᚤᑠ⎔ቃに౫Ꮡしてኚするືⓗな性㉁であること

を♧၀するࢹーࢱが得られた。また、腫瘍⣽⬊のቑṪ性にࡘいても、腫瘍ෆᚤᑠ⎔ቃ

に౫Ꮡする性㉁であることが♧された。すなࡕࢃ、ᖿ⣽⬊性をྵࡴ腫瘍⣽⬊のᙧ㉁は、

腫瘍⣽⬊⮬యの性㉁にຍえ、腫瘍ෆにᏑᅾする様々なᚤᑠ⎔ቃによりつᐃされると⪃

えられる。㧗い㐀腫瘍⬟を᭷しቯṚ周囲ࢳࢵࢽに₯ࡴ腫瘍ᖿ⣽⬊はࢳࢵࢽを出るとቑ

Ṫ性を⋓得し腫瘍ᙧ成をಁ㐍する、㏫にቑṪ性腫瘍⣽⬊はቯṚ周囲ࢳࢵࢽにධるとᖿ

⣽⬊性を⋓得し㟼Ṇᮇ⣽⬊として₯ࡴという腫瘍ື態ࣔࢹルがᥦၐされる。⌧ᅾ我々

は、そのྛ々の㐣⛬の分Ꮚᶵᵓにࡘいて、ቯṚ周囲ࢳࢵࢽと腫瘍⣽⬊の間の┦స用

を人Ⅽⓗにไᚚするたࡵのᶆⓗ分Ꮚの≉ᐃをど㔝にධれ解析を㐍ࡵている。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��5 年 ᠕⩏ሿ大学医学部 ༞ᴗ 

1��5 年 ᠕⩏ሿ大学病院 研ಟ医㸦⬻⚄経እ科㸧 

1��� 年 ㊊㉥༑Ꮠ病院  ⬻⚄経እ科  出ྥ 

1��� 年 ᠕⩏ሿ大学大学院医学研究科༤ኈㄢ⛬㸦病理系病理学㸧ධ学 

1��1 年 ᠕⩏ሿ大学大学院医学研究科༤ኈㄢ⛬㸦病理系病理学㸧ಟ 

1��1 年 ᠕⩏ሿ大学 ຓ手㸦医学部病理学㸧 

1��� 年 マࢡࢵスࣛࣉンࢡ生理学⮫ᗋ医学研究ᡤ㸦ࢶࢻ㸧 分Ꮚ⣽⬊生≀学 

     部㛛 ༤ኈ研究ဨ 

1��5 年 ᠕⩏ሿ大学 ຓ手㸦医学部病理学㸧 

1��� 年 ᠕⩏ሿ大学 ᑓ௵ㅮᖌ㸦医学部病理学㸧 

���� 年 山ཱྀ大学大学院医学系研究科 病理ᙧ態学ㅮᗙ ᩍᤵ ࠝ⌧ᅾまでࠞ 

 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

 

���� 年 日本病理学会 学術研究㈹ 

 

 

࠙ᩥ献ࠚ 

 

1� ,NHGD (� $FKHQ 0*� %UHLHU *� 5LVDX :� +\SR[LD�LQGXFHG WUDQVFULSWLRQDO DFWLYDWLRQ DQG LQFUHDVHG 

P51$ VWDELOLW\ RI YDVFXODU HQGRWKHOLDO JURZWK IDFWRU LQ &� JOLRPD FHOOV�  - %LRO &KHP 
����1���1�1����� 1��5 

�� 'DPHUW $� ,NHGD (� 5LVDX :� $FWLYDWRU�SURWHLQ�1 ELQGLQJ SRWHQWLDWHV WKH K\SR[LD�LQGXFLEOH 

IDFWRU�1�PHGLDWHG K\SR[LD�LQGXFHG WUDQVFULSWLRQDO DFWLYDWLRQ RI YDVFXODU�HQGRWKHOLDO JURZWK 

IDFWRU H[SUHVVLRQ LQ &� JOLRPD FHOOV�  %LRFKHP - �����1������ 1��� 
�� .RWR 7� 7DNXER .� ,VKLGD 6� 6KLQRGD +� ,QRXH 0� 7VXERWD .� 2NDGD <� ,NHGD (� +\SR[LD GLVUXSWV 

WKH EDUULHU IXQFWLRQ RI QHXUDO EORRG YHVVHOV WKURXJK FKDQJHV LQ WKH H[SUHVVLRQ RI FODXGLQ�5 

LQ HQGRWKHOLDO FHOOV�  $P - 3DWKRO 1���1����1���� ���� 
�� 7DNXER .� *RGD 1� <DPDGD :� ,ULXFKLVKLPD +� ,NHGD (� .XERWD <� 6KLPD +� -RKQVRQ 56� +LUDR 

$� 6XHPDWVX 0� 6XGD 7� 5HJXODWLRQ RI WKH +,)�1Ș OHYHO LV HVVHQWLDO IRU KHPDWRSRLHWLF VWHP 

FHOOV�  &HOO 6WHP &HOO ����1����� ��1� 
5� &XL '� $ULPD 0� 7DNXER .� .LPXUD 7� +RULXFKL .� 0LQDJDZD 7� 0DWVXGD 6� ,NHGD (� $'$01� DQG 

$'$01� DUH HVVHQWLDO PROHFXOHV IRU K\SR[LD�LQGXFHG LPSDLUPHQW RI QHXUDO YDVFXODU EDUULHU 

IXQFWLRQ�  6FL 5HS ��15 $XJ 5�5�1����� GRL� 1��1����VUHS1���� 
�� ,VKLL $� .LPXUD 7� 6DGDKLUR +� .DZDQR +� 7DNXER .� 6X]XNL 0� ,NHGD (� +LVWRORJLFDO 

FKDUDFWHUL]DWLRQ RI WKH WXPRULJHQLF �SHUL�QHFURWLF QLFKH� KDUERULQJ TXLHVFHQW VWHP�OLNH WXPRU 

FHOOV LQ JOLREODVWRPD�  3/R6 2QH ��1� -DQ ���11�1��H�1������ GRL� 1��1��1�MRXUQDO�SRQH��1������ 
H&ROOHFWLRQ ��1� 
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レࣕࢳࢡー４ 

⣽⬊➇ྜによるがࢇไᚚの分Ꮚᇶ┙ 

 

井ᇉ 㐩ྣ 

ி㒔大学大学院生科学研究科 ࢩステ࣒ᶵ⬟学分㔝 

 

 ⣽⬊ྠኈがいのඃຎをㄆ㆑し、状態のຎる⣽⬊がඃれた⣽⬊によって⨨きえら

れるという⯆῝い⣽⬊間ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンがᏑᅾする。「⣽⬊➇ྜ」と名けら

れたこの⌧㇟は、組織ᜏᖖ性⥔ᣢをྖるᮍ知のᶵᵓとして㏆年ὀ目されࡘࡘある。

我々はこれまで、࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩをࣔࢹル生≀として用い、⣽⬊➇ྜが組織レ࣋ル

のがࢇᢚไᶵᵓとしてാくことをぢいだし、そのᶵᵓを解析してきた。ලయⓗには、

ると、周囲のṇᖖ⣽⬊とࡌཎ性⣽⬊が生ࢇにᴟ性がᔂቯしたが⓶ୖ࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ

の⣽⬊➇ྜが㉳こり、そのᩋ者となったがࢇཎ性⣽⬊が組織から㝖される。我々は、

るࢃ㑇ఏ学を用いて、この⣽⬊➇ྜにおける⣽⬊間┦స用に㛵࢚ࣂ࢘ࣙࢪ࢘ࣙࢩ

6DV�3731�' るࢃ⣽⬊㝖の実⾜に㛵、ࡸルࢼࢢࢩ 6OLW�5RER ルなどをぢいだしࢼࢢࢩ

てそれらの分Ꮚᇶ┙を明らかにしてきた。さらに᭱㏆、この⣽⬊➇ྜ⌧㇟がୖ⓶組織

ෆの分Ἢ因Ꮚࡸ生యෆのࢩステࢡࢵ࣑な因Ꮚによってもไᚚされることをぢいだし、

そのᶵᵓの解析を㐍ࡵている。本発⾲では、⣽⬊➇ྜによるୖ⓶のᜏᖖ性⥔ᣢとがࢇ

ไᚚᶵᵓに╔目しࡘࡘ、⣽⬊間ࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンをした生య㜵ᚚにࡘいて議ㄽし

たい。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��� 年 ᒸ山大学⸆学部⸆学科༞ᴗ 

1��5 年 ᒸ山大学大学院⸆学研究科ಟኈㄢ⛬ಟ 

1��5 年 ࣙ࢟ーࣜン〇⸆ᰴᘧ会♫୰ኸ研究ᡤ・研究ဨ 

���� 年 日本学術⯆会≉ู研究ဨ '&1 

���� 年 大阪大学大学院医学系研究科༤ኈㄢ⛬ಟ ༤ኈ㸦医学㸧ྲྀ得 

���� 年 <DOH 8QLYHUVLW\ 6FKRRO RI 0HGLFLQH・༤ኈ研究ဨ 

���� 年 +XPDQ )URQWLHU 6FLHQFH 3URJUDP 㛗ᮇフ࢙ロー 

���� 年 ⚄ᡞ大学大学院医学研究科・≉ຓᩍ 

���� 年 ⚄ᡞ大学大学院医学研究科・≉ᩍᤵ 

��11 年 科学ᢏ術⯆ᶵᵓさきがけ研究者㸦ව௵㸧 

��1� 年 ⚄ᡞ大学大学院医学研究科・ᩍᤵ 

��1� 年 ி㒔大学大学院生科学研究科・ᩍᤵ 

⌧ᅾに⮳る 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

 

+)63 ����㸦ࢻー࣡ࢺン࣓ࣉࢵロ࣋ࢹࣜࣕ࢟ 年 � 月㸧 

㸦㈈㸧病態௦ㅰ研究会 ᭱ඃ⚽理㛗㈹㸦���� 年 11 月㸧 

第 11 回日本学術⯆会㈹㸦��1� 年 1� 月㸧 

な研究者ࣉࢵスステࢼ ��1�㸦��1� 年 1� 月㸧 

第 15 回 6*+ ≉ู㈹㸦��1� 年 1� 月㸧 
 
࠙ᩥ献ࠚ 

 
.DWVXNDZD 0� 2KVDZD 6� ,JDNL 7 
͆6HUSLQ )DFLOLWDWHV 7XPRU�6XSSUHVVLYH &HOO &RPSHWLWLRQ E\ %ORFNLQJ 7ROO�0HGLDWHG <NL 
$FWLYDWLRQ LQ 'URVRSKLOD͇ 

  &XUUHQW %LRORJ\� ��� 1�5��1��� ���1��  
2KVDZD 6� 9DXJKHQ -� ,JDNL 7 
͆&HOO H[WUXVLRQ� D VWUHVV�UHVSRQVLYH IRUFH IRU JRRG RU HYLO LQ HSLWKHOLDO KRPHRVWDVLV͇ 
'HYHORSPHQWDO &HOO� ��� ������� ���1�� 
<DPDPRWR 0� 2KVDZD 6� .XQLPDVD .� ,JDNL 7 
͆7KH OLJDQG 6DV DQG LWV UHFHSWRU 3731�' GULYH WXPRXU�VXSSUHVVLYH FHOO FRPSHWLWLRQ͇ 

  1DWXUH� 5��� �����5� ���1��  
9DXJKHQ -� ,JDNL 7 
͆%UHDNLQJ GRZQ QHLJKERUV WR IXHO WXPRULJHQHVLV͇ 
'HYHORSPHQWDO &HOO� ��� �1����� ���1�� 
9DXJKHQ -� ,JDNL 7 
͆6OLW�5RER UHSXOVLYH VLJQDOLQJ H[WUXGHV WXPRULJHQLF FHOOV IURP HSLWKHOLD͇ 
'HYHORSPHQWDO &HOO� ��� ������5 ���1��  
1DNDPXUD 0� 2KVDZD 6� ,JDNL 7 
͆0LWRFKRQGULDO GHIHFWV WULJJHU SUROLIHUDWLRQ RI QHLJKERXULQJ FHOOV YLD VHQHVFHQFH�DVVRFLDWHG 
VHFUHWRU\ SKHQRW\SH LQ 'URVRSKLOD͇ 
1DWXUH &RPPXQLFDWLRQV� 5� 5��� ���1�� 
2KVDZD 6� 6DWR <� (QRPRWR 0� 1DNDPXUD 0� %HWVXPL\D $� ,JDNL 7 
͆0LWRFKRQGULDO GHIHFW GULYHV QRQ�DXWRQRPRXV WXPRXU SURJUHVVLRQ YLD +LSSR VLJQDOOLQJ LQ 
'URVRSKLOD͇ 
1DWXUH� ���� 5���551 ���1��  
2KVDZD 6� 6XJLPXUD .� 7DNLQR .� ;X 7� 0L\DZDNL $� ,JDNL 7 
͆(OLPLQDWLRQ RI RQFRJHQLF QHLJKERUV E\ -1.�PHGLDWHG HQJXOIPHQW LQ 'URVRSKLOD͇ 
'HYHORSPHQWDO &HOO 15� �15���� ���11� 
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レࣕࢳࢡー㸳 

 ᝈ生≀学ࢺࣄがษりᣅくࢻࣀ࢞ル࢜
 

బ⸨ ಇᮁ 

᠕⩏ሿ大学医学部 ᾘჾෆ科 ᩍᤵ 

 

⭠⟶ୖ⓶はయෆで᭱も㏿い新㝞௦ㅰを♧す組織の㸯ࡘであり、ᖿ⣽⬊を㡬Ⅼとする

ᖿ⣽⬊࢚ࣛࣄル࢟ーによってࢡࢵ࣑ࢼࢲにไᚚされている。ᨺᑕ⥺ᭀ㟢などでࡰ

ての⭠⟶ୖ⓶がẅയされても、⭠⟶ୖ⓶は᪲┒な⮬ᕫ生⬟ຊを᭷し、ࡰඖ㏻り

の組織ᵓ㐀を㏿ࡸかにඖする。こうした生⬟ຊにもかかࢃらず、⭠⟶ୖ⓶ᖿ⣽⬊

をయእでᇵ㣴することは㛗らくᅔ㞴であった。何ᨾ生యෆではᐜ᫆にቑṪする組織が

ᇵ㣴─の୰では⌧できないのであࢁうか㸽その⟅えは、ᖿ⣽⬊をྲྀりᕳくᚤᑠ⎔ቃ

㸦ࢳࢵࢽ㸧にあった。我々は、ᖿ⣽⬊の⮬ᕫ」〇にᚲ㡲となるᚤᑠ⎔ቃ因Ꮚ㸦ࢳࢵࢽ

因Ꮚ㸧をྠᐃし、᥇ྲྀした༢一の⭠⟶ୖ⓶ᖿ⣽⬊をయእで組織㢮ఝᵓ㐀をᙧ成する࢜

ルࢻࣀ࢞ᢏ術を開発した。他の✀ࡸ組織においても、≉␗ⓗなࢳࢵࢽ因Ꮚが明らか

になり、࢜ルࢻࣀ࢞ᇵ㣴は多様な組織ᖿ⣽⬊のඹ㏻研究ࢺࢵࣛࣉフ࢛ー࣒をᥦ౪す

る。さらに、࣒ࣀࢤ⦅集による㑇ఏᏊᨵኚᢏ術を実し、組織ᖿ⣽⬊の㑇ఏ学ⓗኚ

によるᙧ㉁ኚ㸦*HQRW\SH�3KHQRW\SH &RUUHODWLRQ㸧をࢺࣄ⣽⬊で解析することがྍ

⬟になった。 

我々はこうしたᢏ術を用し、㸯㸧ࢺࣄᝈ組織࢜ルࣜࣛࣈࣛࢻࣀ࢞ーのᵓ⠏

による、組織ᖿ⣽⬊生≀学ⓗなᝈᙧ㉁理解、２�㑇ఏᏊኚ␗ᑟධを用いたࢺࣄ組織

⣽⬊のࣉロスࢡ࣌テࣈな JHQRW\SH�SKHQRW\SH FRUUHODWLRQ の㏣求、��㑇ఏᏊ┦ྠ

組み᭰えを用したࢺࣄ組織ᖿ⣽⬊のྍどと㑅ᢥⓗなẅയによる、生యෆᖿ⣽⬊ື

態にᇶ࡙いたᝈ⒪ᡓ␎のᵓ⠏ などの研究を⾜ってきた。本ㅮ₇では、こうした

ᝈ組織ࢺࣄあるࡘࡘᢏ術による実ド研究を♧するとともに、ⴌⱆしࢻࣀ࢞ル࢜

生≀学の㐍ᒎをࢹスカࣙࢩࢵンしたい。  
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࠙␎Ṕࠚ 
1��� 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学医学部 ༞ᴗ 

1��� 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学病院 ෆ科研ಟ医 

���� 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学医学部大学院༢ྲྀ得㏥学 

���� 年 � 月 医学༤ኈ 

���� 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学病院  ෆ科ᑓಟ医 

���� 年 � 月 6WRZHUV 研究ᡤ㸦⡿ᅜ㸧༤ኈ研究ဨ 

���� 年 � 月 +XEUHFKW 研究ᡤ㸦ࣛ࢜ンࢲ㸧༤ኈ研究ဨ 

��11 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学医学部 ᾘჾෆ科 ≉௵ຓᩍ 

��11 年 � 月 ᠕⩏ሿ大学医学部 ᾘჾෆ科 ≉௵ㅮᖌ 

��1� 年 5 月 ᠕⩏ሿ大学医学部 ᾘჾෆ科 ᩍᤵ 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

��1� 年 井ୖࣜࢧー࣡ࢳー��1  ࢻ� 年 ᩥ部科学大⮧⾲ᙲ ⱝ手科学者㈹ 

��1� 年 ᓥ㈹㸦᠕⩏ሿ大学医学部㸧 ��1� 年 日本医ᖌ会医学研究ዡບ㈹ 

��1� 年 井ୖ学術㈹   ��1� 年 日本学術⯆会㈹�日本学ኈ院ዡບ㈹ 

 

࠙ᩥ献6ࠚHOHFWHG 3XEOLFDWLRQ � FRUUHVSRQGLQJ DXWKRU� 
1� 6HLQR 7� .DZDVDNL 6� 6KLPRNDZD 0� 7DPDJDZD +� 7RVKLPLWVX .� )XMLL 0� 2KWD <� 0DWDQR 0� 1DQNL .� .DZDVDNL 

.� 7DNDKDVKL 6� 6XJLPRWR 6� ,ZDVDNL (� 7DNDJL -� ,WRL 7� .LWDJR 0� .LWDJDZD <� .DQDL 7� 6DWR 7� +XPDQ 

3DQFUHDWLF 7XPRU 2UJDQRLGV 5HYHDO /RVV RI 6WHP &HOO 1LFKH )DFWRU 'HSHQGHQFH GXULQJ 'LVHDVH 3URJUHVVLRQ� 

&HOO 6WHP &HOO� ��1� �����5������ 

�� 6XJLPRWR 6� 2KWD <� )XMLL 0� 0DWDQR 0� 6KLPRNDZD 0� 1DQNL .� 'DWH 6� 1LVKLNRUL 6� 1DND]DWR <� 1DNDPXUD 

1� .DQDL 7� 6DWR 7� 5HFRQVWUXFWLRQ RI WKH KXPDQ FRORQ HSLWKHOLXP LQ YLYR� &HOO 6WHP &HOO 

��1������5����� 

�� 6KLPRNDZD 0� 2KWD <� 1LVKLNRUL 6� 0DWDQR 0� 7DNDQR $� )XMLL 0� 'DWH 6� 6XJLPRWR 6� .DQDL 7� 6DWR 

7� 9LVXDOL]DWLRQ DQG 7DUJHWLQJ RI /*55� +XPDQ &RORQ &DQFHU 6WHP &HOOV� 1DWXUH ��1��5�5�1���1����  

�� )XMLL 0� 6KLPRNDZD 0� 'DWH 6� 7DNDQR $� 0DWDQR 0� 2KWD <� 1DQNL .� .DZDVDNL .� 1DND]DWR <� 8UDRND 

7� :DWDQDEH 7� .DQDL 7� 6DWR 7� $ FRORUHFWDO WXPRU RUJDQRLG OLEUDU\ GHPRQVWUDWHV SURJUHVVLYH ORVV 

RI QLFKH IDFWRU UHTXLUHPHQWV� &HOO 6WHP &HOO ��1��1��������� 

5� )XMLL 0� 0DWDQR 0� 1DQNL .� 6DWR 7� (IIFLHQW JHQH HQJLQHHULQJ RI KXPDQ LQWHVWLQDO RUJDQRLG XVLQJ 

HOHFWURSRUDWLRQ� 1DWXUH SURWRFRO� ��15�1��1�����5� 

�� 0DWDQR 0� 'DWH 6� 6KLPRNDZD 0� 7DNDQR $� )XMLL 0� 2KWD <� :DWDQDEH 7� .DQDL 7� 6DWR 7� 0RGHOLQJ 

FRORUHFWDO FDQFHU XVLQJ &5,635�&DV��PHGLDWHG HQJLQHHULQJ RI KXPDQ LQWHVWLQDO RUJDQRLGV� 1DWXUH 

0HGLFLQH� ��15��1��5�����  

�� 'DWH 6� 6DWR 7� 0LQL�*XW 2UJDQRLGV� 5HFRQVWLWXWLRQ RI WKH 6WHP &HOO 1LFKH� $QQX 5HY &HOO 'HY %LRO� 

��15��1�������� 

�� 6DWR 7� &OHYHUV +� *URZLQJ VHOI�RUJDQL]LQJ PLQL�JXWV IURP D VLQJOH LQWHVWLQDO VWHP FHOO� PHFKDQLVP 

DQG DSSOLFDWLRQV� 6FLHQFH� ��1������11�����  

�� YDQ (V -+�� 6DWR 7�� YDQ GH :HWHULQJ 0� /\XELPRYD $� <HH 1HH $1� *UHJRULHII $� 6DVDNL 1� =HLQVWUD /� 

YDQ GHQ %RUQ 0� .RUYLQJ -� 0DUWHQV $&� %DUNHU 1� YDQ 2XGHQDDUGHQ $� &OHYHUV +� 'OO1��� VHFUHWRU\ 

SURJHQLWRU FHOOV UHYHUW WR VWHP FHOOV XSRQ FU\SW GDPDJH� 1DWXUH &HOO %LRO� ��1��1��1����1���  

1�� -XQJ 3�� 6DWR 7�� 70� 0HUORV�6XDUH] $� %DUULJD )0� ,JOHVLDV 0� *DOODUGR 00� %ODVFR 0$� 6DQFKR (� &OHYHUV 
+� %DWOOH (�  ,VRODWLRQ DQG LQ YLWUR H[SDQVLRQ RI KXPDQ FRORQLF VWHP FHOOV� 1DWXUH 0HGLFLQH ��11㸹

1��1��5���  

11�  6DWR 7� 6WDQJH '(� 9ULHV 5*-� YDQ (6 -+� YDQ GHQ %ULQN 6� YDQ +RXGW :-� 3URQN $� YDQ *RUS -� 6LHUVHPD 
3'� &OHYHUV +㸬/RQJ�WHUP LQ YLWUR H[SDQVLRQ RI HSLWKHOLDO RUJDQRLGV IURP KXPDQ FRORQ� DGHQRPD� 

DGHQRFDUFLQRPD DQG %DUUHWW̓V (VRSKDJXV� *DVWURHQWHURORJ\� ��11�1�1�1������� �6KDUHG FRUUHVSRQGLQJ 

DXWKRUV   

1��  6DWR 7� YDQ (V -+� 6QLSSHUW +-� 6WDQJH '(� 9ULHV 5*� YDQ GHQ %RUQ 0� %DUNHU 1� 6KUR\HU 1)� YDQ GH 

:HWHULQJ 0� &OHYHUV +� 3DQHWK FHOOV FRQVWLWXWH WKH QLFKH IRU /JU5 VWHP FHOOV LQ LQWHVWLQDO FU\SWV� 

1DWXUH� ��11������15���  

1��  6DWR 7� 9ULHV 5*� 6QLSSHUW +-� YDQ GH :HWHULQJ 0� %DUNHU 1� 6WDQJH '(� YDQ (V -+� $ER $� .XMDOD 3� 
3HWHUV 3-� &OHYHUV +� 6LQJOH /JU5 VWHP FHOOV EXLOG FU\SW�YLOOXV VWUXFWXUHV LQ YLWUR ZLWKRXW D 

PHVHQFK\PDO QLFKH� 1DWXUH� ������5������5�  
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レࣕࢳࢡー㸴 

がࢇᖿ⣽⬊とචࢩステ࣒ 

ච系はがࢇᖿ⣽⬊を㆑ูできるか㸽 

 
㫽㉺ಇᙪ 

ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ  

 

 がࢇᖿ⣽⬊はṇᖖᖿ⣽⬊とྠ様のᖿ⣽⬊マーカー㑇ఏᏊを発⌧しているᑡ数のが

⣽ࢇ発・㌿⛣の᰿ᖿをなすがࢇが、ࡕ⣽⬊集団で、㧗い㐀腫瘍⬟と⸆⪏性をᣢࢇ

⬊のள集団であると⪃えられている。したがって、がࢇのච⒪・චண㜵ᡓ␎を

⪃えるୖで、がࢇᖿ⣽⬊のච病理学ⓗ≉性を解明することは、ᴟࡵて㔜要なㄢ㢟で

ある。そもそも、がࢇᖿ⣽⬊はචࢩステ࣒によってㄆ㆑されるようなᢠཎをᣢって

いるのだࢁうか㸽 がࢇᖿ⣽⬊はචࢩステ࣒から㏨れるしくみをᣢっているだࢁ

うか㸽 ⚾たࡕはこれらのၥに⟅えるく、ᇵ㣴がࢇ⣽⬊ᰴとึ௦ᇵ㣴がࢇ⣽⬊を

用いて解析を⾜った。 

 

㸦㸯㸧がࢇᖿ⣽⬊≉␗ᢠཎのṇయ 

 大⭠がࢇ、༸ᕢがࢇ➼のᅛᙧ腫瘍⣽⬊ᰴからがࢇᖿ⣽⬊を分㞳し、7UDQVFULSWRPH

解析、'1$ 㹫HWK\ORPH 解析、+/$ OLJDQGRPH 解析の３㏻りの解析᪉ἲを用いて、⥙⨶

ⓗにがࢇᖿ⣽⬊≉␗ⓗ㑇ఏᏊを᳨⣴した。その⤖果、⢭ᕢ௨እのṇᖖ組織には発⌧が

なく、がࢇᖿ⣽⬊≉␗ⓗに発⌧している㑇ఏᏊとして、25�&1� %25,6� '1$-%�� 60&3

など、いくࡘかの⢭ᕢ≉␗ⓗ㑇ఏᏊがぢ出された。ᮎᲈ⾑ࣜンࣃ⌫からこれら㑇ఏᏊ

⏘≀に≉␗ⓗな⣽⬊㞀ᐖ性 7 ⣽⬊�&7/�が㧗㢖ᗘにㄏᑟされることから、㧗いᢠཎά

性をᣢっていることがุ明し、我々はこれら一⩌の㑇ఏᏊを「がࢇᖿ⣽⬊⢭ᕢᢠཎ

㸦&DQFHU 6WHP �7HVWLV ᢠཎ� &67 ᢠཎ㸧」と名けた。⯆῝いことに、これら &67

ᢠཎの多くはがࢇᖿ⣽⬊の㐀腫瘍⬟を⥔ᣢする㔜要なᶵ⬟をᣢっていることがุ明。

すなࡕࢃ、ᶵ⬟性ᢠཎであった。 

㸦２㸧がࢇᖿ⣽⬊≉␗ⓗ 7⣽⬊の腫瘍ᢚไຠ果 

 &67 ᢠཎに≉␗ⓗな &7/ は、LQ YLWUR においてがࢇᖿ⣽⬊を㑅ᢥⓗに㞀ᐖし、腫瘍

ルに⛣ධすると生యෆで腫瘍ᢚไά性を発した。ඹ㏻ᢠཎ≉␗ⓗࢹ᳜ࣔ⛣ &7/ の腫

瘍ᢚไά性とẚ㍑したとこࢁ、ண㜵ࣔࢹルだけでなく⒪ࣔࢹルにおいても、&67 ᢠ

ཎ≉␗ⓗ &7/ の⛣ධによって㧗い腫瘍ᢚไຠ果が得られることがุ明した。これらの

⤖果は、がࢇච⒪・චண㜵におけるがࢇᖿ⣽⬊ᶆⓗච⒪ἲの᭷ຠ性とඃ性

を♧၀するものである。 

㸦３㸧がࢇᖿ⣽⬊のච㏨㑊ᶵᵓ 

ஙがࢇ⣽⬊から VSKHURLG FHOO を分㞳し、ච㏨㑊に㛵ࢃる分Ꮚを᳨⣴したとこࢁ、

3,�.�$.7 ルのά性によってࢼࢢࢩ 3'�/1 分Ꮚを発⌧していることがุ明。がࢇᖿ⣽

⬊ᶆⓗච⒪ἲにおけるච࣏ࢡࢵ࢙ࢳンࢺ㜼ᐖの᭷ຠ性が♧၀された。 

 

 ᭱ᚋに、௨ୖの知ぢをᇶに⌧ᅾ開発୰の、がࢇᖿ⣽⬊をᶆⓗとする」ྜがࢇච⒪

ἲにࡘいて⤂する。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��� 年  㜵⾨医科大学ᰯ 医学科༞ 

1��� 年  㜵⾨医科大学ᰯ病院 ⮫ᗋ研ಟಟ 

1��� 年  ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ 研究生 

1��� 年  ⡿ᅜ࣌ンࢩルࢽࣂ大学 研究ဨ 

1��� 年  ⡿ᅜࣛホーࣖ⒴研究ࢭンࢱー㸦⌧6DQIRUG�%XUQKDP ,QVW�㸧研究ဨ 

1��� 年  ⮬⾨㝲ᮐᖠ病院 診⒪科 病理医ᐁ 

1��� 年  ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ ຓ手 

1��� 年  ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ ㅮᖌ 

���1 年  ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ ຓᩍᤵ・ᩍᤵ 

��15 年  ᮐᖠ医科大学医学部 病理学第一ㅮᗙ ᩍᤵ 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

1��� 年 ⛅山グ念生科学⯆㈈団学術ዡບ㈹ 

���� 年 大阪⒴研究会学術研究㈹  

���5 年 ᑑཎグ念㈈団学術研究㈹  

���� 年 日本病理学会学術研究㈹  

��1� 年 ᑠ㔝がࢇ研究ຓ成ᇶ㔠研究㈹ 

 

࠙㈨᱁ࠚ 

日本病理学会ㄆᐃ病理ᑓ㛛医・研ಟᣦᑟ医 

 

࠙ᑓ㛛領域ࠚ 

ච病理学、腫瘍病理学、ච⒪学 

 

࠙௦⾲ⓗなᩥ献ࠚ 

1. Pages F, Torigoe T, Sato N, Furuhata T, Galon J, et al. International validation of the consensus 
Immunoscore for the classification of colon cancer: a prognostic and accuracy study. Lancet (London, 
England). 2018. 391:2128-39. 

2. Miyamoto S, Kochin V, Kanaseki T, Hongo A, Tokita S, Kikuchi Y, Takaya A, Hirohashi Y, Tsukahara 
T, Terui T, Ishitani K, Hata F, Takemasa I, Miyazaki A, Hiratsuka H, Sato N, Torigoe T. The Antigen 
ASB4 on Cancer Stem Cells Serves as a Target for CTL Immunotherapy of Colorectal Cancer. Cancer 
Immunology Research. 2018. (in press) 

3. Kochin V, Kanaseki T, Tokita S, Miyamoto S, Shionoya Y, Kikuchi Y, Morooka D, Hirohashi Y, 
Tsukahara T, Watanabe K, Toji S, Kokai Y, Sato N, Torigoe T. HLA-A24 ligandome analysis of colon 
and lung cancer cells identifies a novel cancer-testis antigen and a neoantigen that elicits specific and 
strong CTL responses. Oncoimmunology. 2017. 6:e1293214. 

4. Morita R, Hirohashi Y, Torigoe T, Ito-Inoda S, Takahashi A, Mariya T, Asanuma H, Tamura Y, 
Tsukahara T, Kanaseki T, Kubo T, Kutomi G, Mizuguchi T, Terui T, Ishitani K, Hashino S, Kondo T, 
Minagawa N, Takahashi N, Taketomi A, Todo S, Asaka M, Sato N. Olfactory Receptor Family 7 
Subfamily C Member 1 Is a Novel Marker of Colon Cancer-Initiating Cells and Is a Potent Target of 
Immunotherapy. Clin Cancer Res. 2016. 22:3298-309.  

5. Nishizawa S, Hirohashi Y, Torigoe T, Takahashi A, Tamura Y, Mori T, Kanaseki T, Kamiguchi K, 
Asanuma H, Morita R, Sokolovskaya A, Matsuzaki J, Yamada R, Fujii R, Kampinga HH, Kondo T, 
Hasegawa T, Hara I, Sato N. HSP DNAJB8 controls tumor-initiating ability in renal cancer stem-like 
cells. Cancer Res. 2012. 72:2844-54. 
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レࣕࢳࢡー㸵 

L36 ⣽⬊ᢏ術によるがࢇ⣽⬊の理解とไᚚ 

 
山⏣ Ὀᗈ 

ᮾி大学 医科学研究ᡤ ࢩステ࣒ᝈࣔࢹル研究ࢭンࢱー  

ඛ㐍病態ࣔࢹル研究分㔝 

 

 య⣽⬊からయෆのあらࡺる⣽⬊に分ྍ⬟な人ᕤ多⬟性ᖿ⣽⬊㸦L36 ⣽⬊㸧のᶞ立

がྍ⬟となった。L36 ⣽⬊のᶞ立㐣⛬では、㑇ఏᏊ㓄ิのኚはᚲ要としない一᪉で、

'1$ にኚすることが知ࢡࢵ࣑ࢼࢲಟ㣭状態がࢡࢵテࢿ࢙ࢪࣆ࢚ルなどのࢳ࣓

られる。我々は、L36 ⣽⬊స〇ᢏ術を⣽⬊の࣒ࣀࢤࣆ࢚ไᚚ状態を✚ᴟⓗにᨵኚする

ࣆ࢚⣽⬊のࢇ⣽⬊に応用することで、㑇ఏᏊኚ␗を᭷するがࢇールとしてᤊえ、がࢶ

ࢇ⣽⬊の㐠ไᚚのྍ⬟性を᳨討している。≉にがࢇไᚚ状態をኚさせ、が࣒ࣀࢤ

⣽⬊からの L36 ⣽⬊ᶞ立をヨみるとともに、ð 立されたがࢇ⣽⬊⏤᮶ L36 ⣽⬊に分

をㄏᑟすることで、⣽⬊分に㛵ࢃる࣒ࣀࢤࣆ࢚ไᚚが㑇ఏᏊኚ␗を᭷するがࢇ⣽⬊

の㐠にどの⛬ᗘᙳ㡪をཬࡰすかを明らかにしようとしている。 

 ึᮇに続発する⭈⮚がࢹࣔࢇル、明⣽⬊⫗腫ࣔࢹルマ࢘ス、およࡧᐙ᪘性

大⭠⭢腫ࣔࢹルマ࢘スの腫瘍⣽⬊に⣽⬊ึᮇ因Ꮚをㄏᑟすることで、L36 ⣽⬊様

の⣽⬊ᰴをᶞ立した。ᶞ立された L36 ⣽⬊様⣽⬊ᰴは、奇ᙧ腫ᙧ成、࣓ࣛ࢟マ࢘スへ

のᐤがྍ⬟であり、多⬟性を᭷することが♧された。がࢇ⣽⬊の㑇ఏᏊ㓄ิをᣢࡘ

多⬟性ᖿ⣽⬊がᶞ立できた。腫瘍⣽⬊のึᮇ、分の⤖果を♧し、⣽⬊分に㛵

 。いて議ㄽするࡘの᥋Ⅼにࢇไᚚと発が࣒ࣀࢤࣆ࢚るࢃ

 L36 ⣽⬊ᶞ立のึᮇ㐣⛬では、య⣽⬊の࢚ンࣁンࢧーのᢚไが㉳こり、⬺分がㄏ

ᑟされる。L36 ⣽⬊ᢏ術を⬺分ㄏᑟᢏ術としてとらえ、発がࢇにおける⬺分の㛵

を᳨討した。.UDV 㑇ఏᏊኚ␗による⮅がࢹࣔࢇルにおいて、.UDV 㑇ఏᏊኚ␗のみ

では発がࢇに༑分であるものの、一㐣性の⬺分をㄏᑟすることで、ࢃずか 1� 日

間で⮅⮚యが腫瘍することをぢ出した。⬺分に㛵ࢃる࣒ࣀࢤࣆ࢚ไᚚが .UDV

㑇ఏᏊኚ␗による⮅発がࢇにおいて୰心ⓗなᙺを果たすことが♧၀された。 

 本発⾲では、L36 ⣽⬊ᢏ術を応用したಶయレ࣋ルでのがࢇ研究により明らかになり

 。ไᚚの㔜要性を⤂する࣒ࣀࢤࣆ࢚におけるࢇある、発がࡘࡘ
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��� 年 ᒱ㜧大学 医学部༞ 

1��� 年 ᒱ㜧大学大学院 医学系研究科༤ኈㄢ⛬୰㏥ 

1��� 年 ᒱ㜧大学 医学部第一病理学ㅮᗙ ຓ手 

���� 年 ༤ኈ㸦医学㸧の学ྲྀ得㸦ᒱ㜧大学㸧 

���� 年 日本病理学会ᑓ㛛医 

���� 年 マࣗࢳࢧーࢶࢵࢭᕤ科大学 研究ဨ 

���� 年 ᒱ㜧大学大学院 医学系研究科 ㅮᖌ 

���� 年 科学ᢏ術⯆ᶵᵓ さきがけ研究者㸦ව௵㸧 

���� 年 ᒱ㜧大学大学院 医学系研究科 ᩍᤵ 

���� 年 ி㒔大学 L36⣽⬊研究ࢭンࢱー㸭L&H06 ௵研究ဨ 

��1� 年 ி㒔大学 L36 ⣽⬊研究ᡤ㸭L&H06 ᩍᤵ 

��1� 年 ᮾி大学 医科学研究ᡤ ࢩステ࣒ᝈࣔࢹル研究ࢭンࢱー  

ඛ㐍病態ࣔࢹル研究分㔝 ᩍᤵ 

 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

 

第 1� 回 日本学ኈ院学術ዡບ㈹ 

第 1� 回 日本学術⯆会㈹ 

��1� -&$�0DXYHUQD\ $ZDUG 

 

 

࠙௦⾲ⓗなᩥ献ࠚ 

 

6KLEDWD +� .RPXUD 6� <DPDGD <� 6DQNRGD 1� 7DQDND $� 8NDL 7� .DEDWD 0� 6DNXUDL 6� .X]H %� :ROWMHQ 

.� +DJD +� ,WR <� .DZDJXFKL <� <DPDPRWR 7� <DPDGD <� ,Q YLYR UHSURJUDPPLQJ GULYHV .UDV�LQGXFHG 

FDQFHU GHYHORSPHQW� 1DWXUH &RPPXQLFDWLRQV� ��1� ���1 

 

<DJL 0� .LVKLJDPL 6� 7DQDND $� 6HPL .� 0L]XWDQL (� :DND\DPD 6� :DND\DPD 7� <DPDPRWR 7� <DPDGD 

<� 'HULYDWLRQ RI JURXQG�VWDWH IHPDOH (6 FHOOV PDLQWDLQLQJ JDPHWH�GHULYHG '1$ PHWK\ODWLRQ� 1DWXUH� 

��1� $XJ 1��5����������������� 

 
+DVKLPRWR .� <DPDGD <� 6HPL .� <DJL 0� 7DQDND $� ,WDNXUD )� $RNL +� .XQLVDGD 7� :ROWMHQ .� +DJD 
+� 6DNDL <� <DPDPRWR 7� <DPDGD <� &HOOXODU FRQWH[W�GHSHQGHQW FRQVHTXHQFHV RI $SF PXWDWLRQV 
RQ JHQH UHJXODWLRQ DQG FHOOXODU EHKDYLRU� 3URF� 1DWO� $FDG� 6FL� 8� 6� $� ��1� -DQ 
���11������5������  

 

2KQLVKL .� 6HPL .� <DPDPRWR 7� 6KLPL]X 0� 7DQDND $� 0LWVXQDJD .� 2NLWD .� 2VDIXQH .� $ULRND 

<� 0DHGD 7� 6RHMLPD +� 0RULZDNL +� <DPDQDND 6� :ROWMHQ .� <DPDGD <� 3UHPDWXUH WHUPLQDWLRQ RI 

UHSURJUDPPLQJ LQ YLYR OHDGV WR FDQFHU GHYHORSPHQW WKURXJK DOWHUHG HSLJHQHWLF UHJXODWLRQ� 

&HOO ��1� )HE 1��15������������  
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レࣕࢳࢡー８ 

がࢇのᆒ一性とそれにకうがࢡࢇローン㐍 

 
㇂ෆ⏣ ┿一 

大阪大学大学院 医学系研究科 医学ᑓᨷ ࣒ࣀࢤ生≀学ㅮᗙ・が࣒ࣀࢤࢇሗ学 

 

 がࢇは㑇ఏᏊኚ␗などの࣒ࣀࢤ␗ᖖによって㐍を㐙ࡆる「生≀」のようなᏑᅾで

あることがド明されࡘࡘある。がࢇの㐍に㛵する研究は、1��� 年に 1RZHOO ᩍᤵが

ᅛᙧがࢇのࢲー࢘ンⓗ㐍ㄽをึࡵてᥦၐし㸦6FLHQFH� 1���㸧、1��� 年の

9RJHOVWHLQ ᩍᤵがᥦၐした大⭠がࢇの多段㝵発がࢹࣔࢇル㸦$GHQRPD�FDUFLQRPD 

VHTXHQFH㸧はその一ࡘの実ドとなった㸦&HOO� 1���㸧。また、がࢇが㞴でありඞ᭹

できない要因の一ࡘとして「がࢇ⣽⬊のᆒ一性㸦+HWHURJHQHLW\㸧とがࢡࢇローン

の㐍」がᣲࡆられる。 

 これまでに我々は⮅⮚がࢇでྠ一のཎ発ᕢと㌿⛣ᕢの新㩭⤖ヨᩱを用いて

᭱、ࡆᰁⰍయ⦅成を✚ながら㐍を㐙ࡸ␗⣽⬊は✺↛ኚࢇ解析を⾜い、が࣒ࣀࢤ

⤊ⓗに㌿⛣⬟を⋓得することをド明してきた㸦<DFKLGD 6 HW DO� 1DWXUH� ��1�㸹

&DPSEHOO 3- HW DO� 1DWXUH� ��1�㸧。⮅⮚がࢇの࣒ࣀࢤの㐍はཎ発ᕢෆでࡰ成

し、㌿⛣ᕢ間でみられる㑇ఏᏊኚ␗の +HWHURJHQHLW\ はཎ発ᕢෆでみられる㑇ఏᏊኚ

␗の +HWHURJHQHLW\ に⏤᮶することをド明した。 

 さらに༑ᣦ⭠ங㢌部がࢇにおいて、新しい組織分ྲྀᶵჾ㸦*&0、*ODVV &KLS 

0DFURGLVVHFWLRQ、ࣜ࢜ンࣃス♫㸧を用いてṇ確な⨨ሗのもとに組織・ᙧ態像を

ᑐẚしながら、1 PP�ゅに⣽断して᥇ྲྀした '1$ を用いてࢯࢡ࢚ーࢩ・࣒ーࢣンス

解析を⾜った。本がࢇ腫においても、腫瘍ෆで +HWHURJHQHLW\ をᵓ成しながらࢡロー

ン㐍を㐙ࡆ、腫瘍の᭱῝部で 'ULYHU 㑇ఏᏊのኚ␗を⋓得することでがࢇ⣽⬊がᾐ

₶していく㐣⛬を実ドした㸦<DFKLGD 6 HW DO� &DQFHU &HOO� ��1�㸧。 

 が࣒ࣀࢤࢇの⥙⨶ⓗ・探⣴ⓗな解析が㐍み、その成果をᝈ者に㑏ඖする「がࣀࢤࢇ

医࣒ࣀࢤࢇローン㐍は、がࢡࢇのᆒ一性とがࢇってきた。がࡸ医⒪」の௦が࣒

⒪が一➽⦖ではいかない、しかしඞ᭹すきㄢ㢟である。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 

1��� 年 � 月 㫽ྲྀ大学医学部医学科༞ᴗ 医ᖌචチྲྀ得 

1��� 年 � 月 㤶ᕝ医科大学大学院ಟ 医学༤ኈ 

1��� 年 � 月 㤶ᕝ医科大学医学部㝃ᒓ病院 医ဨ 

1��� 年 � 月 ᅜ立がࢭࢇンࢱー୰ኸ病院 እ科レࢹࢪンࢺ 

���� 年 � 月 㤶ᕝ医科大学医学部第一እ科 ຓ手 

���� 年 � 月 ⡿ᅜ・ࣙࢪンࢬ ホ࢟ࣉンス医学研究ᡤ ༤ኈ研究ဨ 

��1� 年 1 月 㤶ᕝ大学医学部ᾘჾእ科 ຓᩍ㸦学ෆㅮᖌ㸧 

��1� 年 � 月 ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー研究ᡤ ࣘࢺࢵࢽ㛗 

��1� 年 � 月 㤶ᕝ大学医学部ᾘჾእ科 ≉௵ᩍᤵ 

㸦ව௵㸸〜平成 �5 年 �月㸧 

��1� 年 5 月 大阪大学大学院 医学系研究科 医学ᑓᨷ 

 ሗ学 ᩍᤵ࣒ࣀࢤࢇ生≀学ㅮᗙ・が࣒ࣀࢤ   

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

��11 年 1� 月 日本⮅⮚病研究㈈団 ⮅⮚病研究ዡບ㈹ 

��1� 年 11 月 日本医ᖌ会 医学研究ዡບ㈹ 

��1� 年 1� 月 日本⮅⮚病研究㈈団 ⮅⮚病研究ዡບ㈹ 

��1� 年 � 月 日本ᾘჾ⒴発生学会 ⏣ཎ㈹ 

 

࠙㈨᱁ࠚ 

日本ᾘჾእ科学会・ᾘჾእ科ᣦᑟ医 

 

࠙研究ෆᐜࠚ 

� がࢇの +HWHURJHQHLW\ とがࢡࢇローン㐍に㛵する研究 

� 㞴がࢇの᪩ᮇ診断ἲの開発と /LTXLG %LRSV\ を用いたಶู医⒪ 

� 本㑥におけるᐙ᪘性⮅⮚がࢇの本態解明 

� がࢇと 0LFURELRPH 
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レࣕࢳࢡー㸷 

ᖿ⣽⬊マーカー75$�32';/1 とᝏ性腫瘍との㛵り 

㹼WXPRU GHYHORSPHQW RU WXPRU SURJUHVVLRQ"㹼 
 

㏆⸨ 英స 

新₲大学大学院医ṑ学⥲ྜ研究科分Ꮚ⣽⬊病理学分㔝 

 

 生医⒪のࢯースマテࣜルである L36 ⣽⬊ᶞ立の際の᳨ドに用いられる 2FW���

ࡸ 66($��� などのྛ✀ᖿ⣽⬊マーカーの୰でも 75$�1��� は᭱も確ド性の㧗い多分

⬟ᖿ⣽⬊マーカーであるとのሗ࿌が㏆年ぢうけられる。75$�1��� は⢾㙐ಟ㣭ࢱンࢡࣃ

をᢠཎとしており、ලయⓗにはࢻ࣏カࣜࢩ࢟ン�32';/1�の ル⏘≀とさࢩࢥࣜࢢ�1�2

れているが、生医⒪・ᖿ⣽⬊医学௨እの領域、≉に、ࢺࣄᝏ性腫瘍における㛵りに

はᮍだ明のⅬが多い。ࢃれࢃれは回、腫瘍においてこの32';/1㸦あるいは75$�1���㸧

がいかなる生≀学ⓗព⩏をᣢࡘのかに㛵心をᣢって、⮅がࣜࡸࢇンࣃ腫などにおける

発⌧の᭷↓・様ᘧࡸ腫瘍の性㉁に㛵ࢃるᶵ⬟を探⣴してみた。 

 

㸯㸬まず、32';/1 は࣓ࢻンᵓ㐀ୖࢺࣄ㐀⾑ᖿ⣽⬊マーカーである &'�� 分Ꮚファ࣑

ࣜーの一ဨであることから、⾑ᾮ腫瘍としてのᝏ性ࣜンࣃ腫、≉に⒪ᢠ性で

発・⇞を᮶すℐ⬊性ࣜンࣃ腫�)/�にὀ目して 75$�1��� の発⌧を᳨⣴したとこࢁ、

ᚑ᮶のࣜンࣃ腫ᖿ⣽⬊マーカー㝧性集団にࢡロスしてࢃずか ��1�௨ୗの㝧性集団が

)/ ⣽⬊୰にᏑᅾすることがุ明した。さらに、生≀学ⓗ㸦生学ⓗ㸧・分Ꮚ学ⓗ解析

からこの 75$�1��� 発⌧ࣜンࣃ腫⣽⬊は⌧⾜の⒪⸆にᑐしᢠ性を♧す≉␗ⓗな⣽

⬊集団であることがุ明した。 

 

２㸬一᪉ᅛᙧ腫瘍㸦⒴腫㸧での 32';/1 ᶵ⬟の解析として、㞴がࢇの௦⾲であるࣄ

1/;'32、ࢁたとこ㸦ᾐ₶性⮅⟶⒴㸸3'$&㸧をᑐ㇟としてㄪࢇが⮅ࢺ ⮅ࢺ࢘ࢡࢵࣀ

がࢇ⣽⬊が⫢㌿⛣⬟ࣜࡸンࣃ⠇㌿⛣⬟をⓗに႙ኻすることから、32';/1 が⮅がࢇ㌿

⛣の㔜要なไᚚ分Ꮚであることがุ明した。さらに㏆年ὀ目されている͆がࢇᚤᑠ⎔

ቃ͇のഃ㠃からの解析では、この 32';/1 による⮅がࢇᾐ₶・㌿⛣の࣓カ࣒ࢬࢽには

がࢇ組織୰にᏑᅾする⅖⎔ቃ因Ꮚが密᥋に㛵ࢃっていることがุ明した。 

 

௨ୖの実より、⌧ᅾまでの⤖ㄽとして、ࢻ࣏カࣜࢩ࢟ン�32';/1�はᝏ性腫瘍にお

ける≉ᚩⓗな生≀学ⓗᣲື、༶ࡕ、⒪ᢠ性ࡸᾐ₶・㌿⛣⬟など NH\ となる⌧㇟に

῝く㛵ࢃる㔜要な分Ꮚであることが᥎ され、腫瘍の発生ࡸ㐍ᒎにおけるᖿ⣽⬊マー

カーのྍ⬟性㸦このⅬにࡘいてはᚋさらにヲ⣽な᳨討がᚲ要であるが㸧ࡸ、ᝈ者生

యᮦᩱでの発⌧解析が⒪学ⓗ、ணᚋண ⓗ因Ꮚにも応用ྍ⬟な多ᶵ⬟性分Ꮚである

ことが᥎ᐹされる。 
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࠙␎Ṕࠚ 

 
1��� 年 � 月 ᒸ山大学医学部医学科༞ᴗ 

1��� 年 � 月 ᒸ山大学大学院医学研究科病理系ᑓᨷ༤ኈㄢ⛬ಟ 

1��� 年 1� 月 ᒸ山大学医学部病理学第ㅮᗙ ຓ手 

1��� 年 � 月 +DUYDUG 大学㝃ᒓ 'DQD�)DUEHU &DQFHU ,QVWLWXWH ロࢺレ・ࢺࣄ

 ルス学部㛛 ༤ኈ研究ဨ࢘

1��5 年 � 月 ᒸ山大学医学部㝃ᒓ病院病理部医ဨ 

1��� 年 � 月 +DUYDUG 0HGLFDO 6FKRRO� 'HSDUWPHQW RI &HOO %LRORJ\ ᐈဨ

研究ဨ 

1��� 年 � 月 ᒸ山大学医学部㝃ᒓ病院病理部医ဨ 

1��� 年 � 月 ᒸ山大学医学部病理学第ㅮᗙ ຓ手 

���� 年 1� 月 ᒸ山大学大学院医ṑ学⥲ྜ研究科病理・病態学分㔝 ㅮᖌ 

���� 年 � 月 ᒸ山大学大学院医ṑ⸆学⥲ྜ研究科病理学㸦腫瘍病理㸧分㔝 ᩍᤵ 

���� 年 11 月 愛知県がࢭࢇンࢱー 研究ᡤ腫瘍病理学部 部㛗 

��1� 年 11 月㹼 新₲大学大学院医ṑ学⥲ྜ研究科分Ꮚ⣽⬊病理学分㔝 ᩍᤵ 

 

࠙ཷ㈹Ṕࠚ 

ᒸ山医学会㈹㸦ᯘཎ㈹㸧㸦1��� 年㸧 

日本病理学会学術研究㈹ ����5 年� 

බ┈㈈団ἲ人㧗ᯇᐑድ⒴研究ຓ成㉗࿊㸦��1� 年㸧 

ෆ⸨グ念科学⯆㈈団・ዡບ研究ຓ成㉗࿊㸦��15 年ᗘ㸧 

日本学術⯆会�-636�≉ู研究ဨ➼ᑂᰝ会ᑓ㛛ጤဨ⾲ᙲ㸦��15 年ᗘ㸧 

 

࠙学会άືࠚ 

日本⒴学会ホ議ဨ 

日本病理学会学術ホ議ဨ 

日本がࢇ分Ꮚᶆⓗ⒪学会ホ議ဨ 

 $$&5� $FWLYH PHPEHU�カྜ⾗ᅜ⒴学会࣓ࣜ

 

࠙ᑓ㛛領域ࠚ 

分Ꮚ㸦腫瘍㸧病理学、እ科病理診断学、がࢇ分Ꮚᶆⓗ医学 
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レࣕࢳࢡー㸯０ 

 ⬊ᖿ⣽ࢇルとがマテࣜ࢜ࣂ
⏣୰ ఙဢ 

ᾏ㐨大学大学院医学研究院腫瘍病理学ᩍᐊ 

 

・㉁㸧と┤᥋ࢡࣃンࢱ・⬊生య要素㸦⣽ࡸル㸦生యᮦᩱ㸧は、生యマテࣜ࢜ࣂ

間᥋に᥋ゐして用される≀㉁である。ࢡ࣑ࣛࢭス、㔠ᒓ、༙ᑟయ≀㉁、࣏ࣜマーな

ど様々な素ᮦをもとに、人ᕤᘚ、人ᕤ㛵⠇、人ᕤ㦵、ࢭ࢜ࣂンࢧーなどのࣂࢹス

が開発されており実⮫ᗋに応用されている。我々は様々な࢜ࣂマテࣜルの୰で㧗

分Ꮚ࣏ࣜマーࢻࣁロࢤルのがࢇ研究への応用をヨみた。大ඛ➃生科学院の

Gong Jian Ping ᩍᤵは⊂⮬に✀々の㧗分Ꮚࢻࣁロࢤルを開発しており(1)、その୰で

も PAMPS 㸦 poly-acrylamido-methyl-propanesulfonic acid 㸧 と PDAM
㸦poly-dimethylacrylamide㸧の２✀の㧗分Ꮚを組みྜࢃせた double network hydrogel㸦DN
⋠ル㸧はᙎ性ࢤ 300kPa とᙉ㠌性を᭷し (2)、生యでは㌾㦵生に㛵する(3)。我々

はᝏ性⬻腫瘍の⭺ⱆ腫⣽⬊を DN ルୖでᇵ㣴するとᛴ㏿にࢤ sphere ᙧ成がㄏᑟされ

48 間௨ෆに Sox2、Nanog、Oct3/4 などのᖿ⣽⬊マーカー㑇ఏᏊの発⌧がቑຍするこ

とをぢ出した。Sphere ᙧ成⣽⬊は SCID マ࢘スの⬻ෆに⢊○ DN ルとともにᑡ数ὀࢤ

ධすることで腫⒗ᙧ成がㄆࡵられた。マࢡロレ mRNA 発⌧解析では、

Osteopontin㸦OPN㸧の発⌧ቑຍがㄆࡵられ、୰ᢠయで DN ᖿ⣽⬊をࢇルㄏᑟがࢤ

ᢚไすることから DN ᖿ⣽⬊ㄏᑟにはࢇルによるがࢤ OPN がᶵ⬟することがุ明し

た(3)。DN いてもྠ様ࡘ⣽⬊にࢇルは⒴腫、⫗腫、୰⓶腫⣽⬊など３⬇ⴥ⏤᮶のがࢤ

にがࢇᖿ⣽⬊をㄏᑟすることがุ明している(4)。本ࢩン࣒࢘ࢪ࣏では DN ルをྵࢤ

のࢇいてᥦ♧することで、がࡘに࣒ࢬࢽᖿ⣽⬊ㄏᑟ࣓カࢇルによるがࢤロࢻࣁたࡵ

源流に㏕りたい。 
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࠙␎Ṕࠚ 

平成 �年 ᾏ㐨大学医学部医学科༞ᴗ 

ྠ年 ᾏ㐨大学大学院༤ኈㄢ⛬ධ学�㛗ᔱ㑻ᩍᤵ� 

平成 �年 ᅜ立感ᰁ研究ᡤにᅜෆ␃学 

㸦ᯇ⏣㐨⾜⌧ி㒔大学ᩍᤵ㸧 

平成 �年 ᾏ㐨大学医学部病理学第２ㅮᗙຓ手 

ྠ年 ロࢡࢵフ࢙ࣛー大学␃学 �ⰼᡣ⚽୕㑻ᩍᤵ� 

平成 1� 年 ᾏ㐨大学ㅮᖌ 

平成 15 年 ྠຓᩍᤵ 

平成 �� 年 ᾏ㐨大学大学院医学研究科腫瘍病理学分㔝ᩍᤵ 

ྠ年 ྠ病理学ㅮᗙ㸦ᐤ㝃ㅮᗙ㸧ᩍᤵ㸦ව௵㸧 

平成 �� 年 ᾏ㐨大学ᅜ際㐃ᦠ研究ᩍ⫱ᒁ 

 ン ᩍᤵ㸦ව௵㸧ࣙࢩルステーࣂローࢢーࢱマࢺフࢯ

࠙㈨᱁ࠚ 

病理ᑓ㛛医、⣽⬊診ᣦᑟ医 

 

࠙ᡤᒓ学会ࠚ 

日本病理学会学㸦理㸧、日本⬻腫瘍病理学会㸦理㸧、日本⚄経病理学会㸦理㸧、 

日本⒴学会㸦ホ議ဨ㸧、日本がࢇ分Ꮚᶆⓗ⒪学会㸦ホ議ဨ㸧、日本⮫ᗋ⣽⬊診学会㸦会ဨ㸧、日本分Ꮚ

生≀学会㸦会ဨ㸧 

 

࠙ཷ㈹ࠚ 

���� 年 日本⒴学会ዡບ㈹ཷ㈹ 

���� 年 日本病理学会学術研究㈹ཷ㈹㸦$₇ㄝ㸧 

���� 年 日本病理学会ዡບ㈹ཷ㈹ 

 

࠙ᩥ献➼ࠚ 

1. Gong, J. P. Materials science. Materials both tough and soft. Science 344, 161-162, 2014. 
2. Goto, K., Kimura, T., Kitamura, N., Semba, S., Ohmiya, Y., Aburatani, S., Matsukura, S., Tsuda, M., 

Kurokawa, T., Gong, J. P., Tanaka, S., and Yasuda, K. Synthetic PAMPS gel activates BMP/Smad signaling 
pathway in ATDC5 Cells, which plays a significant role in the gel-induced chondrogenic differentiation. J 
Biomed Mater Res A, 734-746, 2015. 

3. Suzuka, J. Tsuda, M., Wang, L., Semba, S., Aburatani, S., Kurokawa, T., Ohmiya, Y., Yasuda, K., Gong, J.P., 
and Tanaka, S. Rapid induction of reprogramming towards cancer stem cells on double-network hydrogels, 
in submission. 

4. ≉チ出㢪 ⏣୰ఙဢ、ὠ⏣┿ᑑ⨾、Ᏻ⏣๎、ࢢンⴍ㸸⒴ᖿ⣽⬊の〇㐀ἲ㸦≉㢪 165113H 平 29.2.15㸧 
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ඹ催ࢼ࣑ࢭー        ルࢼ࣑ᰴᘧ会♫ 

 

 ࢢンࢽーࣛࣉーࢹ病理学ሗを用いた࣒ࣀࢤ
 

▼ᕝ ಇ平 

ᮾி医科ṑ科大学 㞴ᝈ研究ᡤ ࣒ࣀࢤ病理学分㔝 ᩍᤵ 

ᮾி大学 大学院医学系研究科 分Ꮚண㜵医学分㔝 ᩍᤵ㸦වົ㸧 

 

腫瘍診断においてはがࢩ࣒ࣀࢤࢇーࢣンスᢏ術の㐍ᒎがࡊࡵましく、分㢮ࡸ⒪᪉㔪

のỴᐃに㔜要なᆅを༨ࡵるようになってきた。ࢩ࣒ࣀࢤーࢣンスはᵓ㐀された

ሗであるたࡵ数༑㹼数ⓒの┤᥋ⓗẚ㍑がྍ⬟であり、またこうした多数の

から得た知㆑の集⣙・✚がẚ㍑ⓗᐜ᫆である。それにẚして病理医がㄆ㆑する病

理組織学像はその数್・ᵓ㐀がᐜ᫆ではないたࡵ、他とのᐃ㔞ⓗな┤᥋ẚ

㍑・多くのሗの┤᥋ⓗ集✚による新しい知ぢのᑟ出がᅔ㞴であった。㏆年ࢹ

ーࣗࢽࣉーࣛル࣡ࢺࢵࢿーࢡを用いたࢹーࢽࣛࣉンࢢによる⏬像の⾲⌧学⩦ᢏ術

がᛴ㏿に㐍み、一⯡⏬像だけでなく病理⏬像にも㐺用が㐍みࡘࡘある。ᅜ際病理⏬像

解析ࢥン࣌の出ሙ経㦂をえࢹ、ࡘࡘーࣗࢽࣉーࣛル࣡ࢺࢵࢿーࢡのなかから腫瘍

の組織像を数್するしくみとそれを用いて⯆あるの㢮ఝ⏬像᳨⣴ࡸそこか

らが࣒ࣀࢤࢇኚを᥎ᐃするᶵ⬟をࢶール㸦/XLJL㸧としてබ開しているのでそれに

医⒪にどのようにᙺ立てるこ࣒ࣀࢤࢇいても⤂する。さらにはこうしたᢏ術ががࡘ

とができるか、そのࢣࣜࣉーࣙࢩンにࡘいてもゐれるணᐃである。 
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࠙␎Ṕࠚ 
 
学Ṕ 
2000 年   ᮾி大学 医学部 ༞ᴗ   
2004 年   ᮾி大学 大学院医学系研究科 人య病理学・病理診断学 ಟ 
 
⫋Ṕ  
2004 年   ᮾி大学 ඛ➃科学ᢏ術研究ࢭンࢱー࢚ࢧ࣒ࣀࢤンス部㛛 ≉௵ຓ手 
2007 年   ᮾி大学 大学院医学系研究科 人య病理学・病理診断学 ຓᩍ 
2010 年   ᮾி大学 大学院医学系研究科 人య病理学・病理診断学 ᩍᤵ 
2013 年㹼 ᮾி医科ṑ科大学 㞴ᝈ研究ᡤ ࣒ࣀࢤ病理学分㔝 ᩍᤵ 
2018 年㹼 ᮾி大学 大学院医学系研究科 分Ꮚண㜵医学分㔝 ᩍᤵ㸦වົ㸧 
 
࠙ᑓ㛛分㔝ࠚ がࢇの病理学、ࢡ࣑ࣀࢤス、࢜ࣂンフ࢛マテࢡス 
 
࠙௦⾲ㄽᩥࠚ 
 
1. Luigi: Large-scale histopathological image retrieval system using deep texture representations.  
bioRXiv (preprint) 2018, 345785. 
 
2. Machine Learning Methods for Histopathological Image Analysis.  
Comput Struct Biotechnol J. 2018 Feb; 16:34-42. doi:10.1016/j.csbj.2018.01.001. 
 
3. Immunogenetic Profiling for Gastric Cancers Identifies Sulfated Glycosaminoglycans as Major and 
Functional B Cell Antigens in Human Malignancies. 
Cell Rep. 2017 Aug 1;20(5):1073-1087. 
 
4. RHOA mutation in diffuse-type gastric cancer: A comparative clinicopathological analysis of 87 cases. 
Gastric Cancer 2016 Apr;19(2):403-11. 
 
5. Recurrent gain-of-function mutations of RHOA in diffuse-type gastric carcinoma. 
Nat Genet. 2014 Jun;46(6):583-7. 
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 ーᢒ㘓ࢱス࣏

 

3�1 
 

ၚᾮ⭢における DGHQRPD�FDUFLQRPD VHTXHQFH のࣔࢹルとしての多ᙧ⭢腫と多ᙧ⭢腫

⏤᮶⒴ 
 
ⲡ῝ බ⚽、୰ᓥ Ꮥ、ᮡ㔝 㝯 
 
㟼ᒸ県立㟼ᒸがࢭࢇンࢱー病理診断科 
 
࠙⫼ᬒ 、3$�は㛗ᮇ間経たᚋにᝏ性㌿し�ၚᾮ⭢において、Ⰻ性腫瘍である多ᙧ⭢腫ࠚ

多ᙧ⭢腫⏤᮶⒴�&;3$�となることが知られている。その୰間病ኚとして␗ᆺ多ᙧ⭢腫

�$3$�がある。回、ၚᾮ⭢における DGHQRPD�FDUFLQRPD VHTXHQFH として 3$�$3$�&;3$

が LQ YLYR ࠙。ルとなるかを᳨討したࢹࣔ ᮦᩱ・᪉ἲࠚᙜ院でษ㝖された 3$�� 、$3$

㸳、&;3$�� �、ᗈ⠊ᾐ₶ᆺのၚᾮ⭢ᑟ⟶⒴�を㑅ࢇだ。これらの ))3( ษ∦を

用いて、DQGURJHQ UHFHSWRU�$5�� *&')3�15� +(5�� (*)5� 6�1��3� PDPPDJORELQ�00*�� 

S5� ཬࡧ .L��� にࡘいてචᰁⰍを⾜し、解析した。࠙ ⤖果3$ࠚ のෆᒙ⣽⬊は一部

は $5 ࡸ *&')3�15� 00* が㝧性になるが、+(5� は㝜性。一᪉、+(5� ཬࡧ 6�1��3 は

3$�$3$�&;3$ の㡰に発⌧⣽⬊数ཬࡧ発⌧ᙉᗘがⓗにቑຍした。3$� $3$ ཬࡧ &;3$ で

S5� はに ZLOG W\SH であったが、に &3;$ でኚ␗ 

���ンを♧した。.Lࢱࣃ ᶆ㆑⋡も 3$�$3$ と &;3$ ではⓗなቑຍを♧した。࠙ ⪃ᐹ ࠚ

回の系で、≉に発⌧がஹ㐍した分Ꮚは +(5� と 6�1��3 であったことから、+(5� 経㊰は

3$ のᝏ性㌿で㔜要であると⪃えられた。一部のでは S5� 㑇ఏᏊኚ␗もᝏ性㌿

に㛵ࢃっている。 
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3�� 
 

⤊ᮎ分⣽⬊とゝࢃれているၚᾮ⭢⭢ᡣ⣽⬊に⮬ᕫ」〇⬟があるのか㸽 

� 3XOVH DQG &KDVH H[SHULPHQW を用いた実㦂ⓗ᳨ド� 
 
▼⏣ ஂ、ᐩ⏣ ᘯஅ、ཎ 明 
 
ᒱ㜧大学大学院医学系研究科 腫瘍病理学 
 
Ꮡᅾが♧၀されるၚᾮ⭢組織ᖿ�前㥑⣽⬊はၚᾮ⭢のᜏᖖ性の⥔ᣢに㔜要なᙺを果

たすとゝࢃれている。しかし、そのᏑᅾࡸ≉ᚩはᮍだ明である。ᖿ前㥑⣽⬊は、

ᅾ部ᑟ⟶にᏑᅾするとண されていたが、᭱㏆、⤊ᮎ分した⭢ᡣ⣽⬊にもᏑᅾし、

⭢ᡣ⣽⬊⮬యの⮬ᕫ」〇が⾜ࢃれているྍ⬟性がሗ࿌された。/UUF�� ᰾⺮ⓑは、ᮍ分

⬇⣽⬊に発⌧するとゝࢃれ、我々は /UUF�� &UH(57� PRXVH をస〇した。このマ࢘

スで 3OXV DQG FKDVH H[SHULPHQW を⾜ったとこࢁ、ၚᾮ⭢での発⌧がみられ、⭢ᡣ⣽

⬊の WXUQ RYHU を㉸え、㛗ᮇにࢃたりᏑᅾしていた。そこで、ၚᾮ⭢での /UUF�� 㝧

性⣽⬊のᒁᅾとその㐠にࡘいて᳨ドした。/UUF�� &UH(57�� /6/�7RPDWR PRXVH に

WDPR[LIHQをᢞし3OXV DQG FKDVH H[SHULPHQWを༙年にࢃたり⾜ったとこࢁ、/UUF���

⣽⬊はၚᾮ⭢の⭢ᡣ⣽⬊にࢁࡦく分ᕸし続けていた。さらに /UUF���⣽⬊は、.L�� お

よࡧȘDP\ODVH のとのඹ発⌧がㄆࡵられた。/UUF���⣽⬊は⭢ᡣ⣽⬊かࡘ⮬ᕫ」〇⬟を

もࡘ⭢ᡣ⣽⬊をマーࢡすることが♧၀された。また、⤊ᮎ分を㐙ࡆたと⪃えられて

いた⭢ᡣ⣽⬊にも⮬ᕫ」〇⬟ࡸ分⬟を᭷する⣽⬊がᏑᅾすることが♧၀された。 
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3�� 
 

⬻腫瘍 LQWHJUDWHG GLDJQRVLV への GHHS�OHDUQLQJ ἲの応用 
 
▼⏣ 㞝 1、᱓ཎ  �、㐲⏣ ᘓ �、ᮡ㔝 ᘯ 1、㕥㮵 ῟ 1、⋤ ☨ 1、㇂ᕝ ⪷ 1、
ὠ⏣ ┿ᑑ⨾ 1、⏣୰ ఙဢ 1 
 
1� ᾏ㐨大学大学院医学研究院 腫瘍病理学ᩍᐊ �� ᾏ㐨大学病院 病理診断
科 �� ᾏ㐨大学 医学部医学科 
 
⬻腫瘍病理診断においては、:+2 にて㑇ఏᏊሗをྵࡵた LQWHJUDWHG GLDJQRVLV がᥦ

ၐされることとなり、これまでの +( でのᙧ態診断にචᰁⰍおよࡧ㑇ఏᏊሗもྵ

�た⥲ྜⓗな診断が⒪のᣦ㔪として用いられることとなったが、1S�1ࡵT FRGHOHWLRQ

のようにこれまでのᙧ態診断とのᑐ応がある⛬ᗘゝࢃれるものと、,'+1�� PXWDWLRQ

のようにᙧ態診断とのᑐ応が明確には♧されていないものの᪉が用いられる。㑇ఏ

Ꮚሗが᪤知である腫瘍をࣂーࣕࢳルスࣛࢻ�6:,� :KROH 6OLGH ,PDJLQJ�スࢼࣕ࢟

により⏬像ࢹーࢱとしたୖで㑇ఏᏊሗを⣣けした学⩦用ࢹーࢱを GHHS�OHDUQLQJ

ἲにて学⩦させたࣔࢹルに、ᮍ知の⏬像の組織ᆺ、㑇ఏᏊሗを SUHGLFWLRQ させる

ことをヨみた。学⩦の実と実際の出ຊをᥦ♧する。 
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3�� 
 
⭺ⱆ腫の⾑⟶周囲ᚤᑠ⎔ቃにおける腫瘍⣽⬊と⾑⟶周⓶⣽⬊およࡧ⾑⟶ෆ⓶⣽⬊と

の┦స用 
 
ᡁ ඃᶞ 1、⋤ ☨ 2,3、ὠ⏣ ┿ᑑ⨾ 2,3、⏣୰ ఙဢ 2,3

 
1 ᾏ㐨大学大学院医学院 病理学ㅮᗙ腫瘍病理学ᩍᐊ、2 ᾏ㐨大学大学院医学研究
院 病理学ㅮᗙ腫瘍病理学ᩍᐊ 
3 ᾏ㐨大学ᅜ際㐃ᦠ研究ᩍ⫱ᒁ GI-CoRE, GSS 
 
࠙目ⓗࠚ⭺ⱆ腫のᚤᑠ⎔ቃෆにおいて、がࢇᖿ⣽⬊が⾑⟶周⓶⣽⬊へと分す

ることがሗ࿌されているが⾑⟶周囲ᚤᑠ⎔ቃෆにおける周⓶⣽⬊のᙺにࡘい

てはᮍだ解明されていない。本研究では⭺ⱆ腫の⾑⟶周囲ᚤᑠ⎔ቃにおいて腫

瘍⣽⬊と⾑⟶周⓶⣽⬊およࡧ⾑⟶周⓶⣽⬊とのᾮ性因Ꮚによる┦స用が⭺ⱆ

腫⣽⬊にえるᙳ㡪を分Ꮚ生≀学ⓗに解明することを目ⓗとした。 

࠙᪉ἲ ⱆ腫⣽⬊ᰴ⭺ࢺࣄࠚ .0*� を �� 間ᇵ㣴し、ᇵ㣴ୖΎを回した�6S�1�。

6S�1と㏻ᖖᇵ㣴用ᇵᆅを1�1でΰྜしたᇵᆅによってࢺࣄ⬻⾑⟶周⓶⣽⬊+%93、

�7��ඣ⭈⣽⬊⏤᮶⣽⬊ᰴ⫾ࢺࣄ、&)ᖏୖ⓶ෆ⣽⬊+89ࢺࣄを ��間ᇵ㣴し、

そのᇵ㣴ୖΎを回した�6S���。6S�� を่⃭≀㉁として .0*� にえ、⣽⬊ᙧ

態を⥅ⓗにほᐹした。また、ྠ 様の่⃭を .0*� に � 㐌間えたᚋにࢱンࢡࣃ

㉁をᢳ出し :HVWHUQ %ORWWLQJ ἲにより解析した。さらに、6S�� をㄏ引≀㉁と

した ,QYDVLRQ DVVD\ によって、6S�� の⏤᮶ごとのᾐ₶⣽⬊数を⥅ⓗに数え

た。 

࠙⤖果ࠚᙧ態ほᐹにおいて、่⃭⣽⬊に᥋╔ᩬのஹ㐍がぢられた。:HVWHUQ 

%ORWWLQJ において、(07 マーカーの 6OXJ の発⌧と 67$7� のά性、⣽⬊ቑṪ㛵

㐃分Ꮚの )$.� (5. のά性にஹ㐍がㄆࡵられた。,QYDVLRQ DVVD\ において่

⃭⣽⬊のᾐ₶⣽⬊数が多いഴྥにあり、�間においては᭷ពᕪがぢられた。 

࠙⤖ㄽ 周⓶またはෆ⓶⣽⬊⏤᮶のᇵ㣴ୖΎで่⃭によって⣽⬊のᾐ₶⬟をஹ㐍⟶⾑ࠚ

させることが♧၀された。 
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大⭠⭢腫のᝏ性における &'��� 㝧性腫瘍㛵㐃組織⌫の㔜要性 
 
㇂山 大ᶞ ���、㇂山 Ύᕫ �、山本 英႐ �、ᅾὠ ₶一 �、㰺⸨ ᙲஂ �、ᒸ ▮ �、
ᆏ本 ┤ஓ �、㇂ ᘯ �、大ୖ ┤⚽ �� Ᏻ井 ᘺ � 
 
�ᗈᓥ大学大学院医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学研究ᐊ  �࿋医⒪ࢭンࢱー・୰ᅜ
がࢭࢇンࢱー病理診断科  �࿋医⒪ࢭンࢱー・୰ᅜがࢭࢇンࢱー院㛗 
 
 
大⭠⭢腫は大⭠の「DGHQRPD�FDUFLQRPD VHTXHQFH」において前⒴病ኚとして㔜要であ

る。腫瘍ᚤᑠ⎔ቃにおいて㔜要なᙺをᢸう腫瘍㛵㐃組織⌫㸦7$0㸧のᏑᅾが知られ

ており、✀々のᝏ性腫瘍における7$0の㢖ᗘと生ணᚋの㛵ಀがሗ࿌されている。我々

は、⫶の⭢腫のᝏ性に &'��� 㝧性 7$0�௨ୗ 7$0�が⊂立した༴㝤因Ꮚであることを

ሗ࿌しているが、大⭠の⭢腫における 7$0 のᙺは明である。本研究では、ෆど㙾

ⓗにษ㝖された �� の⟶状または⟶状⤧ẟ状⭢腫をᑐ㇟とし、7$0 の分ᕸにࡘいて᳨

討した。�� の㍍ᗘ␗ᆺ性⭢腫と �� の୰➼ᗘ␗ᆺ性⭢腫をྵࡴ /⩌と、�1 の㧗

ᗘ␗ᆺ性⭢腫と 1� の⭢腫ෆ⒴をྵࡴ + ⩌に分けて᳨討したとこࢁ、腫瘍ᚄの大き

さ、⤧ẟ状ᵓ㐀にຍえて、7$0 数のቑຍが、+⩌において᭷ពに㧗㢖ᗘにㄆࡵられた。

7$0 と᪤知の腫瘍㛵㐃因Ꮚとの┦స用を᳨討するたࡵに、ẟ⣽⾑⟶数、ቑṪᴟ性、

S5� ⺮ⓑ発⌧との┦㛵を᳨討した⤖果、7$0 とẟ⣽⾑⟶数との間にṇの┦㛵がㄆࡵら

れた。また、7$0 数はቑṪᴟ性のᾘኻཬࡧ S5� ⺮ⓑ発⌧とも┦㛵がㄆࡵられた。多ኚ

㔞解析の⤖果、7$0 は⊂立した༴㝤因Ꮚとはなりえなかった。௨ୖの⤖果から、7$0

は⾑⟶新生ࡸቑṪά性、S5� ⺮ⓑ発⌧と┦㛵しており、大⭠⭢腫のᝏ性の㐣⛬に㛵

することが♧၀された。 
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腫瘍㛵㐃マࢡロファーࢪから分Ἢされる &&/� は $NW およࡧ (5. 経㊰をして㣗㐨ᡥ

平ୖ⓶⒴の㐠ື⬟をஹ㐍する 
 
ඣ⋢ ㈗அ �、ᆏ本 ᾈ㍤ �� �、⸨ᕝ ṇ㝯 �� �、ᮾ㔝 ᒎ英 �� �、ᑠ平 日実Ꮚ �、市ཎ ᭷
⨾ �、⣽㔝 㞞⩏ �� �、すᑿ ┿理 �、㔜ᒸ Ꮵ �、≻ 㞝一ᮁ �、ᶓᓮ ᏹ � 
 
� ⚄ᡞ大・院医・病理学� � ⚄ᡞ大・院医・㣗㐨⫶⭠እ科学 
 
 腫瘍㛵㐃マࢡロファーࢪ �0$7� は㣗㐨ᡥ平ୖ⓶⒴ �(6&&� をྵࡴ多くのᝏ性腫瘍

でその㐍ᒎをಁ㐍することが知られているが、そのᶵᵓに㛵しては༑分に解明されて

いない。 

我々は、ࢺࣄᮎᲈ⾑⏤᮶༢⌫およࡧᛴ性༢⌫性ⓑ⾑病⣽⬊ᰴ 7+3�1 に (6&& ⣽⬊ᰴ

のᇵ㣴ୖΎをῧຍしてస〇した7$0様マࢡロファーࢪにおいて&& FKHPRNLQH OLJDQG � 

�&&/�� が㧗発⌧していることをぢ出した。&&/� はཱྀ⭍⒴ࡸ⫢⣽⬊⒴などのいくࡘか

のᝏ性腫瘍でその㐍ᒎをಁ㐍することが知られているが、(6&& におけるᙺにࡘいて

はᮍだ解明されていない。まず、(6&& ⣽⬊ᰴに &&/� のཷᐜయである &&51 およࡧ &&55

が発⌧していることを確ㄆした。また (6&& ⣽⬊ᰴにおいて、UHFRPELQDQW KXPDQ &&/� 

�UK &&/�� のῧຍにより $NW およࡧ (5.1�� のࣜン㓟がㄏᑟされること、㐠ື⬟が

᭷ពにஹ㐍することを確ㄆした。さらに、$NW 㜼ᐖ およࡧ (5.1�� 㜼ᐖが UK&&/�

によってㄏᑟされる (6&& ⣽⬊ᰴの㐠ື⬟を᭷ពにᢚไすることも確ㄆした。௨ୖの

⤖果より &&/��&&51 経㊰あるいは &&/��&&55 経㊰が (6&& の㐍ᒎに㛵ࢃっていること

が♧၀された。 
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ᾐ₶性⮅⟶⒴の術前学⒪ἲにおける⒴間㉁の病理組織学ⓗኚ 
 
ᚋ⸨ ៅኴ㑻 �㸪ྜྷ⃝ ᛅྖ �㸪⩚㈡ ᩄ༤ �㸪࿋ 㞼⇩ �㸪Ύ㔝 ᾈᏊ �㸪▼ᡞ ᆂஅ㍜ �㸪
⏣ 一 �㸪㨣ᓥ ᏹ � 
 
�ᘯ前大学大学院医学研究科病理生科学ㅮᗙ 
�ᘯ前大学大学院医学研究科ᾘჾእ科学ㅮᗙ 
 
࠙⫼ᬒࠚᾐ₶性⮅⒴㸦௨ୗ㸪⮅⒴㸧は㸪㧗ᝏ性ᙧ㉁を᭷し㸪ணᚋⰋのᝏ性腫瘍の௦
⾲である㸬㏆年㸪⮅⒴にᑐする術前学⒪ἲがヨみられており㸪⒪ຠ果がみられࡘ
のࢻࢩ࢜レࢡࢾ素ࢵある㸬ᚑ᮶より用いられてきたྵフࡘ Gemcitabine㸦GM㸧にຍえ㸪
ᚤᑠ⟶㔜ྜ㜼ᐖ⸆である Paclitaxel をࣀࢼ⢏Ꮚした nab-Paclitaxel㸦௨ୗ nab-PTX㸧
をే用した術前学⒪ἲが᭷ຠな腫瘍⦰ᑠຠ果を♧し㸪新つ⒪ᡓ␎としてὀ目され
ている㸬しかし㸪nab-PTX がどのような組織学ⓗ≉ᚩで腫瘍⦰ᑠຠ果を♧しているか
にࡘいては明らかになっていない㸬 
࠙目ⓗࠚ回我々は㸪⮅⒴のእ科ษ㝖ᶆ本を用いて㸪nab-PTX を用した術前
学⒪ἲによる⮅⒴組織の病理学ⓗኚにࡘいて᳨討を⾜った㸬 
࠙᪉ἲ ᑐ㇟を௨ୗのࠚ 3 ⩌に分㢮した㸸nab-PTX を用した A ⩌㸦nab-PTX + GM㸧㸪
経ཱྀᢠ⒴である Tegaful/gimeracil/oteracil㸦S-1㸧を用した⩌を B ⩌㸦S-1 + GM㸧㸪
術前学⒪ἲを⾜していない C ⩌とした㸬これら A ⩌, B ⩌, C ⩌の間で㸪᭱ 大ษ∦
における⒴⣽⬊のኚ性㸪⒴間㉁のኚにࡘいてẚ㍑ᑐ↷を⾜った㸬⒴⣽⬊のኚ性にࡘ
いては㸪H&E ᶆ本を用いてኚ性ᡤぢをスࣜࢥンࢢでホ౯した㸬⒴間㉁のኚにࡘ
いては㸪Masson-trichrome ᰁⰍを⾜い㸪⭺ཎ⥺⥔の発Ⰽを⏬像ฎ理ࢯフࢺで解析した㸬 
࠙⤖果ࠚ⒴⣽⬊のኚ性にࡘいては A, B㸪C ⩌間で᭷ពなᕪはㄆࡵられなかったが㸪A
⩌では⒴間㉁に㇏ᐩな⭺ཎ⥺⥔のቑ生をకう⥺⥔がㄆࡵられた㸬nab-PTX は㸪⮅⒴

組織のኚ性・ቯṚとともに間㉁にⴭしい⥺⥔を引き㉳こすことで㸪腫瘍を⦰ᑠさせ

ていると⪃えられた㸬 

  



－ 45 －

3�� 
 

6'35 は ,/. をしてᏊᐑయ部㢮ෆ⭷⒴のୖ⓶間ⴥ㌿をಁ㐍する 
 
⏣ཎ ⤀一㑻、㔝ᓥ ⪽、大ᓥ ྖ、㔜 ┿ἋᏊ、ᇼ ⏤⨾Ꮚ、⏣ ┤ᶞ、ụ⏣ ⣧
一㑻、森井 英一 
 
大阪大学大学院 医学系研究科病態病理学ㅮᗙ 
 
SDPR �serum deprivation-response protein, cavin-2)は⣽⬊⭷⾲㠃にᏑᅾし、⣽⬊ෆ㍺㏦ࡸ

ルఏ㐩に㔜要なാきをするࢼࢢࢩ caveolae をᵓ成する分Ꮚの 1 であるが、⒴におけࡘ

るാきは⒴✀により様々であり、その࣓カ࣒ࢬࢽにࡘいてはᮍだ明な部分が多い。

本研究では、࣒ࣀࢤ⦅集ᢏ術である Crispr/Cas9 を用いてᏊᐑయ部㢮ෆ⭷⒴࣒ステࢩ

ᇵ㣴⣽⬊ᰴ HEC-108 の SDPR をࢺ࢘ࢡࢵࣀすることにより、㢮ෆ⭷⒴における

SDPR のᙺを解析した。ࢺ࢘ࢡࢵࣀ⣽⬊はቑṪ⬟に␗ᖖをㄆࡵなかったが、ᾐ₶

⬟がపୗしており、࣓ࣛࣜࢹ࣏のᙧ成にకう㐟㉮⬟のపୗもぢられた。࣒

るマーカーであるࢃ⣽⬊でୖ⓶間ⴥ㌿に㛵ࢺ࢘ࢡࢵࣀ、ではࢢンテࢵロࣈࣀ

N-cadherin、vimentin、snail の発⌧がపୗしていた。ࢺ࢘ࢡࢵࣀ⣽⬊とࢥンࢺロール

⣽⬊で RNA sequence を⾜い IPA (Ingenuity Pathway Analysis)で解析したとこࢵࣀ、ࢁ

⣽⬊ではࢺ࢘ࢡ ILK signaling がపୗしており、ILK の⺯ගචᰁⰍでは⣽⬊ෆでの

分ᕸの␗ᖖがぢられた。さらに㢮ෆ⭷⒴のࢺࣄ病理組織ᶆ本㸦手術㸧を用いてච

組織学ᰁⰍを⾜ったとこࢁ、組織学ⓗࢢレーࢻ G3 では㝧性が᭷ពにቑຍし

ており、ࢢレーࢻ G1 ではୖ⓶間ⴥ㌿を♧၀する MELF (microcystic, elongated, and 
fragmented) ࢱࣃーンを᭷するもので㝧性のቑຍがぢられた。௨ୖより、Ꮚᐑෆ

⭷⒴において SDPRは,/.をしてᏊᐑయ部㢮ෆ⭷⒴のୖ⓶間ⴥ㌿をಁ㐍すること

が♧၀された。 
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&ROODJHQ W\SH , LQGXFHV (*)5�7., UHVLVWDQFH LQ (*)5�PXWDWHG FDQFHU FHOOV YLD P725 

DFWLYDWLRQ WKURXJK $NW�LQGHSHQGHQW SDWKZD\ 

 
山㷂 ⩧ኴ 1��、ᵽཱྀ ὒ一 1��、▼ᶫ ᫀ幸 ���、ᶫ本 ᘯᏊ �、ᏳỌ ṇᾈ 1��、ᯇᮧ ಖᗈ 1��、 

ᅵཎ 一ဢ 1�5、ᆤ井 ṇ༤ �、ᚋ⸨ ຌ一 �、ⴠྜ ῟ᚿ �、▼井 源一㑻 1�� 

 
1ᮾி大学大学院 新領域生科学研究科、�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー ⮫ᗋ腫

瘍病理分㔝、 
�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱーᮾ病院 ྾ჾෆ科、�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー 新⸆

開発分㔝、 
5ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー 7࣒ࣀࢤ,分㔝、�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱーᮾ病院 

྾ჾእ科、 
�ᅜ立がࢇ研究ࢭンࢱー ඛ➃医⒪開発ࢭンࢱー 

 
3ULPDU\ UHVLVWDQFH WR HSLGHUPDO JURZWK IDFWRU UHFHSWRU W\URVLQH NLQDVH 

LQKLELWRUV �(*)5�7.,V� LV D VHULRXV SUREOHP LQ OXQJ DGHQRFDUFLQRPD SDWLHQWV 

KDUERULQJ (*)5 PXWDWLRQV� 7KH DLP RI WKLV VWXG\ ZDV WR H[DPLQH ZKHWKHU DQG KRZ 

FROODJHQ W\SH , �&RO ,�� WKH PRVW DEXQGDQWO\ GHSRVLWHG PDWUL[ LQ WXPRU VWURPD� 

DIIHFWV (*)5�7., VHQVLWLYLW\ LQ (*)5 PXWDQW FHOOV� &RPSDUHG WR FDQFHU FHOOV 

ZLWKRXW &RO ,� VXUYLYDO UDWH RI FDQFHU FHOOV FXOWXUHG ZLWK &RO , ZDV VLJQLILFDQWO\ 

KLJKHU DIWHU (*)5�7., WUHDWPHQW� (*)5�7., VXSSUHVVHG S�(*)5� S�(5.1��� DQG S�$NW 

VWDWXV LQ FDQFHU FHOOV FXOWXUHG ZLWK DQG ZLWKRXW &RO ,� :KHQ FRPSDUHG WR FDQFHU 

FHOOV ZLWKRXW &RO ,� H[SUHVVLRQ RI S�3��6�.� D KDOOPDUN RI P725 DFWLYDWLRQ� ZDV 

GUDPDWLFDOO\ XSUHJXODWHG LQ FDQFHU FHOOV ZLWK &RO ,� 6LPXOWDQHRXV DGPLQLVWUDWLRQ 

RI (*)5�7., DQG P725 LQKLELWRU DEURJDWHG &RO ,�LQGXFHG UHVLVWDQFH� 3DWLHQWV ZLWK 

&RO ,�ULFK VWURPD KDG D VLJQLILFDQWO\ VKRUWHU SURJUHVVLRQ�IUHH VXUYLYDO WLPH 

DIWHU (*)5�7., WKHUDS\ ���� GD\V YV ��� GD\V� 3 � ���5�� +HUH� ZH LGHQWLI\ FRO 

, LQGXFHV P725 DFWLYDWLRQ WKURXJK $NW�LQGHSHQGHQW SDWKZD\� ZKLFK UHVXOWV LQ 

(*)5�7., UHVLVWDQFH� &RPELQDWLRQ WKHUDS\ XVLQJ (*)5�7., DQG P725 LQKLELWRU FRXOG 

EH D SRVVLEOH VWUDWHJ\ WR FRPEDW WKLV UHVLVWDQFH� 
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,G� Ḟᦆマ࢘スのᑠ⭠腫瘍はඛኳ性␗ᡤ性⫶⢓⭷を発生ẕᆅとし、⮬↛経㐣ⓗに⭢腫

から⭢⒴へと㐍ᒎする。 
 
୰ᮧ ࣁル࣑㸯��、森 ኴ㑻２��、ᶓ⏣ ⩏ྐ�ᨾ人�� 

 
㸯大阪ᅜ際がࢭࢇンࢱー 病理・⣽⬊診断科、２㔠ἑ医科大学 ⚄経ෆ科学、�⚟井大
学 医学部 分Ꮚ㑇ఏ学 
 
 ,G� Ḟᦆマ࢘スではᑠ⭠に」数の腫瘍がᙧ成される。₇者はそれらの腫瘍を組織学

ⓗにほᐹし、㔜ᒙᡥ平ୖ⓶と⫶ᗏ⭢⢓⭷からなるࡆっṑ㢮の␗ᡤ性⫶⢓⭷がᙧ成され、

そこを発生ẕᆅとして⮬↛経㐣ⓗにప␗ᆺᗘから㧗␗ᆺᗘ⭢腫、さらに一部はᾐ₶性

⭢⒴へと、腫瘍発生とᝏ性のࣉロࢭスを㎺っていることを発ぢした。さらに⫾ࡸ

新生でもᑠ⭠に␗ᡤ性⫶⢓⭷がᙧ成されていることを確ㄆし、␗ᡤ性⫶⢓⭷が発生

段㝵で何らかの㑇ఏᏊ発⌧ㄪ⠇␗ᖖによりᙧ成されたと᥎ᐃした。 

 ඹྠ₇者の森は␗ᡤ性⫶⢓⭷が発生する分Ꮚ࣓カ࣒ࢬࢽを明らかにした。すなࡕࢃ、

ṇᖖな⫾ᑠ⭠では、,G� は⫶の⣽⬊のᙧ成に㛵ࢃる因Ꮚ ,U[5 の発⌧をᢚไし、ᮍ分

な⣽⬊が⫶の⣽⬊に分しないようにㄪ⠇している。しかし、,G� Ḟᦆマ࢘スでは

,U[5 がᢚไされず、␗ᡤ性⫶⢓⭷がᙧ成されるのである。このように �✀㢮の分ㄪ

⠇因Ꮚがいに㑇ఏᏊ発⌧をᢚไすることで⮚ჾ≉␗ⓗな⣽⬊分がㄏᑟされる。 

 ௨ୖのように,G�Ḟᦆマ࢘スは␗ᡤ性⫶⢓⭷からの⒴のື≀ࣔࢹルとなりうると

⪃えられたので⤂する。 
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BRAFV600E ኚ␗、CDX2 発⌧ᾘኻによる大⭠㗬ṑ状⭢⒴マ࢘スࣔࢹルを用いた新つ診

断マーカー、⒪ᶆⓗのྠᐃ 
 
ᆏ本 ┤ஓ �、᭹部 ᣅஓ �、本間 りりの �、㇂山 大ᶞ �、㇂ ᘯ �、大ୖ ┤⚽ �、
(ULF 5 )HDURQ�、Ᏻ井 ᘺ � 
 
�ᗈᓥ大学大学院 医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学 
� Departments of Internal medicine, Pathology, Human Genetics, University of Michigan 
 
大⭠⒴は様々な分Ꮚ㑇ఏᏊ学ⓗな␗ᖖの✚により、発生・㐍ᒎすることが知られて

おり、௦⾲ⓗなᶵᵓとして、「DGHQRPD�FDUFLQRPD VHTXHQFH」が知られている。㏆年、

大⭠⒴の ���⛬ᗘは「VHUUDWHG SDWKZD\」をして発生することが明らかになり、そ

の分Ꮚᶵᵓのヲ⣽な᳨討がᮃまれている。本研究では、�� の大⭠㗬ṑ状⭢⒴の

᳨討から、&';� の発⌧ᾘኻと %5$)9���(ኚ␗が ��㸣にඹ㏻してㄆࡵられることを確ㄆ

した。その知ぢをもとに、マ࢘ス⤖⭠⢓⭷≉␗ⓗに &G[� ORVV ཬࡧ %UDI9���(ኚ␗をㄏ

ᑟできるࣔࢹルをᶞ立し、㗬ṑ状⭢⒴が発生することをᙧ態学ⓗ、ච組織学ⓗに確

ㄆした。୰でも $1;$1�、3';1 の発⌧ኚに╔目し、ࢺࣄ大⭠㗬ṑ状病ኚ、マ࢘スࣔ

࣋をᶞ立し、ᖿ⣽⬊レࢻࣀ࢞ル࢜ス腫瘍部から࢘ルの腫瘍部で᳨討を⾜った。マࢹ

ルでのྛ✀マーカーの発⌧を᳨討したとこࢁ、&G[����%UDI9���( マ࢘ス腫瘍部からᶞ立

した࢜ルࢻࣀ࢞でのみ、3G[1 の発⌧がㄆࡵられた。さらに &G[����%UDI9���(マ࢘ス腫

瘍をᮦᩱにマࢡロレを用いた㑇ఏᏊ発⌧解析を⾜ったとこ$0'$、ࢁ�� の≉␗ⓗ

な㧗発⌧が確ㄆされた。$'$0�� の診断マーカー、⒪ᶆⓗとしての᭷用性に㛵しての

解析⤖果をሗ࿌する 
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大⭠⒴࢜ルࢻࣀ࢞を用いた⒴ᖿ⣽⬊≉␗ⓗな㌿㉸ಖᏑ領域の発⌧・ᶵ⬟解析 
 
本間 りりの ���、ᆏ本 ┤ஓ �、7KDQJ 3KDP 4XRF�、▼ᕝ Ὧ �、῝⏣ ె✑ �、 
㇂山 大ᶞ �、᭹部 ᣅஓ �、㇂ ᘯ �、大ୖ ┤⚽ �、Ᏻ井 ᘺ � 
 
�ᗈᓥ大学大学院 医ṑ⸆ಖ学研究科 分Ꮚ病理学研究ᐊ 
�日本学術⯆会 ≉ู研究ဨ '& 
 
㌿㉸ಖᏑ領域 �7UDQVFULEHG�XOWUDFRQVHUYHG UHJLRQV� 7�8&5�は ORQJ QRQ�FRGLQJ 

51$ の一✀である。㏆年、様々なᝏ性腫瘍での発⌧␗ᖖがሗ࿌されているが、がࢇᖿ

⣽⬊をྵࡵ、ᖿ⣽⬊におけるその㔜要性に㛵しては明なⅬが多い。本研究では、大

⭠⒴で発⌧␗ᖖがሗ࿌されている �1 ✀の 7�8&5 に㛵して、�の大⭠⒴ษ㝖か

らᶞ立した腫瘍部ཬࡧ㠀腫瘍部⏤᮶の࢜ルࢻࣀ࢞をᮦᩱにT57�3&5を⾜い、8F��1�、

8F�1���、8F�����$、8F�����$ が大⭠⒴࢜ルࢻࣀ࢞で᭷ពに㧗発⌧することを確ㄆ

した。ྠᐃした � ✀の 7�8&5 の発⌧を 1� ✀の大⭠⒴⣽⬊ᰴで᳨討し、発⌧のపかっ

た 6:�� にᙉไ発⌧すると、いずれも௦⾲ⓗな⒴ᖿ⣽⬊マーカーである /*55、&'�� の

発⌧をㄏᑟした。⒴ᖿ⣽⬊の≉性である⸆ᢠ性に㛵して、� ✀の⸆を用い、４

✀の 7�8&5 のᙉไ発⌧ᰴで᳨討したとこ8、ࢁF�����$、8F�����$ が � ✀の⸆てに

ᑐして⸆感ཷ性が᭷ពにపୗした。ຍえて、8F�����$、8F�����$ の発⌧と⮫ᗋ病理

学ⓗ因Ꮚとの㛵ಀでは、8F�����$ の㧗発⌧が 1 JUDGH、VWDJH の㐍⾜と᭷ពに┦㛵し

ていた。௨ୖの⤖果から、8F�����$ は大⭠⒴ᖿ⣽⬊のไᚚをして、⸆ᢠ性、大

⭠⒴の㐍ᒎにᐤすることが♧၀された。 
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ンྜ成㓝素ࣜࢭ�' 6HULQH UDFHPDVH は大⭠⒴⣽⬊のቑṪをಁ㐍する 
 
大ᓥ ྖ �、㔝ᓥ ⪽ �、⏣ཎ ⤀一㑻 �、㔜 ┿ἋᏊ �、ᕝᓮ ᱇㍜ �、ᇼ ⏤⨾Ꮚ �、
⏣ ┤ᶞ �、ụ⏣ ⣧一㑻 �、森井 英一 � 
 
� 大阪大学大学院医学系研究科病態病理学ㅮᗙ・病理診断科 
 
てがࡰ㓟はࣀ࣑をᵓ成するࢺࣄ 㓟は⬻でࣀ࣑�'。㓟であるࣀ࣑�/ 10'$

ཷᐜయのࢽࢦࢥスࢺとしてᶵ⬟する '�VHULQH など生యෆでは㝈られた成分として

Ꮡᅾしているのみであるが、⭠⟶ෆには⭠ෆ⣽⳦ྀに⏤᮶する ㇏㓟がẚ㍑ⓗࣀ࣑�'

ᐩにᏑᅾすると⪃えられている。6HULQH UDFHPDVH �655�は あ࣑ࢭンのࣛࣜࢭ�'��/

るいは を生成する応をゐ፹する㓝素であࢽンࣔン㓟とࣅルࣆンからࣜࢭ�'��/

る。655 の⬻௨እでのᶵ⬟あるいは⒴௦ㅰにおけるᙺは明らかではない。我々は、

まず SXEOLF GDWDEDVH である RQFRPLQH のࢹーࢱを解析し、7&*$ をྵࡴ」数のࢹーࢱ

で、大⭠⒴、大⭠⭢腫ではṇᖖ部とẚ㍑してࢺࢵࢭ 655 の P51$ の発⌧がୖ᪼して

いることをぢ出した。さらに、ᙜ院でษ㝖された大⭠⒴ 11� 、大⭠⭢腫 �� を用

いて 655 のච組織学ᰁⰍを⾜い、㞄᥋ṇᖖ部とẚ㍑して大⭠⒴、大⭠⭢腫では

655 がࢱンࢡࣃ㉁レ࣋ルで発⌧がୖ᪼していることを確ㄆした。,Q YLWUR での᳨討に

おいて、大⭠⒴⣽⬊ᰴで 655 の発⌧とቑṪ⬟にṇの┦㛵がㄆࡵられ、さらに 655 㧗発

⌧大⭠⒴⣽⬊ᰴである +&711�、'/'�1 から␗なる㓄ิの のࡘ� VJ51$ を用いてస〇し

た655�NQRFNRXW⣽⬊ではቑṪ⬟のపୗがㄆࡵられた。そして、これらの655 �NQRFNRXW

⣽⬊ではࢥࢺ࣑ンࣜࢻ㔞のపୗ、ࢺ࣏ーࢩスᢠ性のపୗがㄆࡵられた。さらに、

655 㜼ᐖస用を᭷する SKHQD]LQH PHWKRVXOIDWH は LQ YLWUR で大⭠⒴⣽⬊ᰴのࢥࢺ࣑

ンࣜࢻ㔞をపୗさせ、ቑṪをᢚไした。 

これらの⤖果から、655 はࢥࢺ࣑ンࣜࢻ㔞の⥔ᣢ、ࢺ࣏ーࢩスのᢚไをして大

⭠⒴⣽⬊のቑṪをಁ㐍しており、新たな⒪ᶆⓗとなり得ることが♧၀された。 
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への᭚㟢は⣽⬊⾲ᒙୖ⓶⣽⬊ෆのࢡルࢱ �౯鉄࢜ンをቑຍさせ発⒴に㛵ࢃる 
 
本ᒸ 大♫ 1��、ఀ⸨ ᩥဢ �、⏣௦ ᾈᚨ �、∦ῲ ⚽㝯 1、㇏ᅧ ఙဢ �  
 
1⇃本大学 ⏘科፬人科学、�名ྂᒇ大学 生య応病理学、�⇃本大学 ẕᏊ・┳ㆤ
学 
 
࠙目ⓗࠚ༸ᕢ⒴は、ẖ年およそ 1����� 人が⨯ᝈしその༙数がṚஸする、Ṛஸ⋡が㧗

いᝈである。༸ᕢ⒴の༴㝤因Ꮚとして◡㓟ሷ㖔≀の一✀であるࢱルࢡへの᭚㟢Ṕが

ᣦされてきたが、その発⒴ᶵᗎは明らかにされていない。回ࢃれࢃれはࢱルࢡに

よる༸ᕢ⒴の発⒴ᶵᗎを明らかにすることを目ⓗとして、ࢱルࢡへの᭚㟢による༸ᕢ

⾲ᒙୖ⓶⣽⬊における鉄௦ㅰと㓟スࢺレスのኚ、そして '1$ യᐖにࡘいて᳨討を

⾜った。 
࠙᪉ἲࠚṚࢺࣄ༸ᕢ⾲ᒙୖ⓶⣽⬊ᰴ�+26(1&�にࢱルࢡを᭚㟢することによる )H��

のື態を 5KR1R[�� による⺯ගᰁⰍにて、鉄௦ㅰ㛵㐃⺮ⓑの発⌧を T3&5 ἲཬ࢚࢘ࡧス

&にてホ౯した。また、+26(1ࢺࢵロࣈンࢱ へのࢱルࢡの᭚㟢により⏘生される㓟ス

レスのኚをࢺ &0�+�'&)'$、%2'<3,�&11、PLWR62; 5(' を用いてホ౯し、このの '1$

യᐖを �2+G* の⺯ගචᰁⰍで、本㙐ษ断をȚ+�$; の⺯ගචᰁⰍおよ࢚࢘ࡧス

 。でホ౯したࢺࢵロࣈンࢱ
࠙⤖果およࡧ⪃ᐹ &1)26+ࠚ にࢱルࢡをຍえることでࣛࢺンスフ࢙ࣜンཷᐜయの㌿ά

性のஹ㐍およࡧ発⌧㔞のቑ大がみられ、⣽⬊ෆでは )H��のቑຍがㄆࡵられた。また、

᮲௳ୗでࡌྠ +26(1& において㓟スࢺレスレ࣋ルのୖ᪼がみられ、'1$ 本㙐ษ断が

確ㄆされた。ࢱルࢡへの᭚㟢が、༸ᕢ⾲ᒙୖ⓶⣽⬊ෆの鉄㐣状態をᙧ成しά性㓟素

の⏘生を᮶すことで、༸ᕢ⒴の WXPRU LQLWLDWLRQ に㛵しているྍ⬟性が♧၀され

た。 
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組織㏱明ᢏ術 &8%,& を用いた新たな病理組織診断ἲ 
 
㔝ᓥ ⪽ �� Ὢ㷂 ᝋ生 ������ୖ⏣ Ὀᕫ ���� 森井 英一 � 
 
�大阪大学 大学院医学系研究科 医学ᑓᨷ 病態病理学ㅮᗙ 
�ᮾி大学 大学院医学系研究科 ᶵ⬟生≀学ᑓᨷ ࢩステࢬ࣒⸆理学ᩍᐊ 
�理学研究ᡤ 生ࢩステ࣒研究ࢭンࢱー ྜ成生≀学研究ࢢルーࣉ 
�科学ᢏ術⯆ᶵᵓさきがけ 
 
⌧ᅾの病理組織診断において、ほᐹのᑐ㇟となるスࣛࣛ࢞ࢻスᶆ本のస〇は、ホ

ルマࣜンでᅛᐃした組織᳨యをࣛࣃフンにໟᇙしⷧษしたものにᑐして+(ᰁⰍを

⾜することによって⾜ࢃれるが、この手ἲには、⫗║でぢて᭱もࢃしかった部

を㏻る断㠃のみをⷧษしほᐹすること、平㠃ୖのḟඖⓗな組織しかホ౯できないこ

とといったᢏ術ⓗな㝈界がᏑᅾしていた。 
回、我々は、��1� 年に理学研究ᡤの研究ࢢルーࣉより発⾲された組織㏱明��

ḟඖ࣓ーࢪンࢢᢏ術である「&8%,&」の病理組織診断ἲにおける᭷用性をヲ⣽に᳨

討した。その⤖果、&8%,& による㏱明およࡧ �ḟඖⓗ࣓ーࢪンࢢにより病理組織

᳨యにおけるṇᖖおよࡧ病ⓗな組織ᡤぢを �ḟඖⓗかࡘ明░にᥥ出できること、この

ᢏ術がᚑ᮶のスࣛࣛ࢞ࢻスస〇ἲと୧立ྍ⬟なこと、&8%,& による � ḟඖ࣓ーࢪ

ンࢢは病院に㛗ᮇಖ⟶されているࣛࣃフンにໟᇙされた状態の᳨యにも応用でき

ることを♧した。さらにこのᢏ術を、大⭠┤⭠⒴のࣜンࣃ⠇㌿⛣のุᐃのスࣜࢡーࢽ

ンࢢ系に応用し、᳨ᰝの感ᗘをྥୖさせることにも成ຌした。 
これらのᢏ術をᇶ┙として �ḟඖⓗ病理組織診断ἲがさらに発ᒎすることにより、ḟ

世௦の⮫ᗋ病理診断における新たなスࢱンࢲーࢻが確立できるྍ⬟性がある。 
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┤᥋⏘科ⓗṚஸの᳨⣴におけるዷ⏘፬Ṛஸ๗᳨マࣗࢽルの᭷ຠ性の᳨ド  
 
ⱝ⊈ ᭸Ꮚ �、᳜⏣ ึỤ２、➉ෆ ┿３、ኴ⏣ ၿኵ �、ⱝ⊈ 研一４ 
 
�㏆␥大学医学部ዉⰋ病院 病理診断科 ２ᅜ立ᚠ⎔ჾ病研究ࢭンࢱー 病理部  
３大阪ᗓ立ẕᏊಖ⥲ྜ医⒪ࢭンࢱー 病理診断科 ４▼ษ生႐病院 病理診断科  
 
࠙⫼ᬒࠚዷ⏘፬Ṛஸは♫会ⓗに㔜要なၥ㢟であるが、その病態は明なⅬが多い。病

理解๗はዷ⏘፬Ṛஸの病態解析に㔜要なᙺを果たす。病理解๗ᢏ術のᆒ一をᅗる

たࡵに我々は ��1� 年「ዷ⏘፬Ṛஸ ๗᳨マࣗࢽル」をస成し ��1� 年にはᨵゞ第

∧をస成した。┤᥋⏘科ⓗṚஸの᳨⣴におけるマࣗࢽルの᭷用性にࡘいて᳨討

した。 

࠙᪉ἲࠚマࣗࢽルには⨺水ሰᰦ、⏘㐨യなどዷ፬に≉᭷なᝈの᳨⣴᪉ἲ、診

断ᇶ‽をグ㍕した。マࣗࢽルは༳ๅ≀を日本病理学会研ಟタ、日本⏘科፬人科学

会研ಟタに㓄ᕸし、日本⏘፬人科医会の +3 にᥖ㍕した。ᑐ↷として 1��� 年�����

年に๗᳨㍴ሗにᥖ㍕された 1�� の┤᥋⏘科ⓗṚஸを用いた。 

࠙⤖果1ࠚ�������� 年には┤᥋⏘科ⓗṚஸ 1�� ୰ ',& およࡧ ',& ᆺᚋ⏘ᮇ出⾑

�௨ୗ ',&�は �� �15��、ዷፎ㧗⾑ᅽೃ⩌�3,+� �� �11��� ⨺水ሰᰦ�$)(���

��5��がሗ࿌されていた。��11���1� 年には �� ୰ ',& � ����� 3,+ 1 ����� $)( 

�1 ������ ��15���1� 年には 1� ୰ ',& � � 3,+ � � $)(1� �5��� であっ

た。 

࠙⤖ㄽࠚマࣗࢽルస成ᚋ 5年を経て、⏘科༴ᶵⓗ出⾑のཎ因をྵࡵた᳨⣴が⾜ࢃれ

るようになり、',& ࡸ 3,+ などの⮫ᗋ病名が病理診断となることがなくなった。3�1� 
 

  



－ 54 －

3�1� 
 

⫢㞀ᐖにおける⣽⫹⟶応のไᚚᶵᵓと生యにえるᙳ㡪とᙺの解明 
 
㔝ཱྀ  �、ᐩ⏣ ᘯஅ �、㔠山 知ᘯ �、⩚ ளᘪ �、Ἴ多㔝 ⿱一㑻 �、ཎ 明 � 
 
�ᒱ㜧大学大学院 腫瘍病理学ㅮᗙ 
 
࠙⫼ᬒ・目ⓗࠚ 

 ⫢⅖・⫹⟶⅖など㔜⠜な⫢㞀ᐖに生ࡌる⣽⫹⟶応のไᚚがれることは⫢⒴、

⫹⟶⒴のཎ因のࡦとࡘと⪃えられ、そのไᚚᶵᵓは⮫ᗋⓗにも㔜要である。しかし、

ᝈにおける⣽⫹⟶応のไᚚᶵᵓとそのᙺはᮍだ明である。1RWFK VLJQDOLQJ

は⫢前㥑⣽⬊が⫹⟶ୖ⓶⣽⬊へ分する際に㔜要なࢼࢢࢩルとゝࢃれている。1RWFK 

VLJQDOLQJ のୗ流の 5%3- ⺮ⓑをࢺ࢘ࢡࢵࣀ�2.�することで、⫢生␗ᖖをきたすሗ

࿌が᭱㏆なされた。本研究では、⫹⟶⅖ࣔࢹルでの組織ಟにおける 1RWFK VLJQDOLQJ

のᙺを᳨ドするた5%3、ࡵ- ルࢼࣙࢩࢹンࢥ .2�F.2� マ࢘スを用いた解析を⾜っ

た。 

࠙᪉ἲࠚ 

 5%3- IOR[IOR[ マ࢘スと 62;�&UH(5 あるいは 0[1&UH マ࢘スを㓄し、⫹⟶、⫢前㥑

⣽⬊≉␗ⓗ 5%3- F.2 マ࢘ス�5%3-IOR[�IOR[� 62;�&UH(5�マ࢘スと成⇍⫢⣽⬊≉␗ⓗ 5%3- 

F.2�5%3-IOR[�IOR[� 0[1&UH�マ࢘スをస〇した。⫹⟶⅖をㄏ発させるたࡵ、それࡒれのマ

スに࢘ WKLRDFHWDPLGH を８㐌間㣧水させ、⫢組織の組織学ⓗホ౯、⾑₢୰⫢㐓⬺㓝素

の ᐃを⾜った。 

࠙⤖果ࠚ 

 ⫹⟶、⫢前㥑⣽⬊≉␗ⓗ 5%3- F.2 マ࢘スでは、に㛛⬦域での⣽⫹⟶応のῶᑡ、

ᙧ態␗ᖖがほᐹされた。一᪉、成⇍⫢⣽⬊≉␗ⓗ 5%3- F.2 マ࢘ス⫢では、⣽⫹⟶

応のῶᑡはごく㍍ᗘであったが、⫢⣽⬊㞀ᐖがᙉくみられた。⾑₢୰⫢㐓⬺㓝素は⫹

⟶、⫢⣽⬊前㥑⣽⬊≉␗ⓗ 5%3- F.2 マ࢘スでのୖ᪼がみられた。 

࠙⪃ᐹ・ᚋの᪉㔪ࠚ 

回の研究により、⫹⟶⅖ࣔࢹルにおいて、1RWFK VLJQDOLQJ のไᚚ␗ᖖが⣽⫹⟶

応のᙧ成␗ᖖを引き㉳こし、しいては生యにᙳ㡪をཬࡰす⫢ᶵ⬟␗ᖖを᮶したと⪃え

られた。ࡘまり、⣽⫹⟶応は⫢യᐖの⫢ᶵ⬟⥔ᣢࡸ生య㜵ᚚᶵᵓに何らかのᙺ

を果たしていることが♧၀された。さらなる᳨ドにより、ᝈにおける⫢യᐖの⣽

⫹⟶応のᙺを明らかにしたい。 
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ࣜンࣃᙧ㉁⣽⬊性ࣜンࣃ腫の分にᑐしてࢢル࣑ࢱンがཬࡰすຠ果にࡘいて 
 
⏣ ┤ᶞ 1、㔝ᓥ ⪽ 1、⏣ཎ ⤀一㑻 1、大ᓥ ྖ 1、㔜 ┿ἋᏊ 1、ᕝᓮ ᱇㍜ 1、
ย⚲ 世 1、ᴋ本 ┿ஓ 1、ụ⏣ ⣧一㑻 1、森井 英一 1 
 
1大阪大学医学部病態病理学・病理診断科 
 
ࢱルࢢ。ンは⣽⬊ቑṪだけではなく⣽⬊分にも㔜要なᙺを果たしている࣑ࢱルࢢ

ࣜ、の分に㔜要なᙺを果たしているが⌫ࣃンはࣜン࣑ ンࣃ腫の分にᑐしてࢢル

ࣜ。いては知ぢがஈしいࡘすຠ果にࡰンがཬ࣑ࢱ ンࣃᙧ㉁⣽⬊性ࣜンࣃ腫はᙧ㉁⣽⬊

分をకう % ⣽⬊性ࣜンࣃ腫で、% ࣜンࣃ⌫とᙧ㉁⣽⬊の性᱁をేせᣢࡘので、ࣜン

腫のࣃᙧ㉁⣽⬊性ࣜンࣃすい腫瘍である。⚾㐩は、ࣜンࡸいて᳨討しࡘ腫の分にࣃ

⣽⬊ᰴである 0:&/�1 を用いて、ࣜンࣃ腫の分にᑐしてࢢル࣑ࢱンがཬࡰすຠ果を

ㄪた。その⤖果、ࢢル࣑ࢱンは S�� 0$3. をして 0:&/�1 のᙧ㉁⣽⬊分をಁ㐍し

ていることが分かった。⚾㐩は、ࣜンࣃᙧ㉁⣽⬊性ࣜンࣃ腫において、% ࣜンࣃ⌫と

ᙧ㉁⣽⬊の性᱁を୧᪉ᣢたないᮍ⇍な⣽⬊⩌がᑡ数Ꮡᅾし、その⣽⬊⩌は多分⬟を

᭷しࢺ࣏ーࢩス⪏性であること、㏫に、% ࣜンࣃ⌫とᙧ㉁⣽⬊の性᱁を୧᪉ᙉくᣢ

。スに⬤ᙅなことを᪤にሗ࿌した㸦/DE ,QYHVW� ��1�㸧ࢩーࢺ࣏分した⣽⬊⩌はࡘ

スに⬤ᙅࢩーࢺ࣏、ス⪏性⣽⬊⩌のྜをῶらしࢩーࢺ࣏ンは、ᮍ⇍な࣑ࢱルࢢ

な分した⣽⬊⩌のྜをቑࡸす因Ꮚであることが分かった。このことはᢠ腫瘍ຠ果

㸦分ㄏᑟ⒪ἲなど㸧へのά用にࡘながるྍ⬟性があると⪃える。 
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༸ᕢ明⣽⬊⒴の⒪ᶆⓗとして HDAC6 のྍ⬟性㹼ARID1A に╔目して㹼 
 
▮㔝 ග๛ 1, 2㸪Ᏻ⏣ ᨻ実 1㸪ᐑ⃝ 㯞㔛Ꮚ 3㸪ᐑ⃝ ᫀᶞ 3㸪୕㍯ ┿၏Ꮚ 4㸪
㛗㇂ᕝ 幸Ύ 4㸪ᴍཎ ஂྖ 2 
 
1 ᇸ⋢医科大学ᅜ際医⒪ࢭンࢱー病理診断科 
2 大分大学⏘科፬人科学ㅮᗙ 
3 ᮾᾏ大学医学部ᑓ㛛診⒪学系⏘፬人科 
4 ᇸ⋢医科大学ᅜ際医⒪ࢭンࢱー፬人科腫瘍科 
 
࠙目ⓗࠚHistone deacetylase (HDAC)は㸪ࣄスࢺンおよࡧ㠀ࣄスࢺン⺮ⓑの⬺ࢳࢭル

によって㸪⒴⣽⬊のቑṪࡸᚤᑠ⎔ቃᙧ成に㛵する㸬これまでに我々は㸪明⣽⬊⒴

では HDAC6 ࡸ HDAC7 がணᚋ因Ꮚとなることをぢ出した㸬回は ARID1A に╔目し

てணᚋへの㛵を᳨ドした㸬 
࠙ᮦᩱ・᪉ἲࠚᑐ㇟は༸ᕢ明⣽⬊⒴にᑐしてእ科ⓗษ㝖された 106 㸬ࣛࣃフンᅛ

ᐃした手術ᮦᩱから tissue microarray をస〇し㸪ච組織学ⓗ発⌧と⮫ᗋ病理学ⓗ

ᡤぢの┦㛵を解析した㸬 
࠙⤖果ࠚ༢ኚ㔞解析では㸪HDAC6 ࡸ HDAC7㸪HIF-1α が㸪多ኚ㔞解析では HDAC7
ࡸ HIF-1αにຍえて ARID1A (HR=3.09; p=0.015)がணᚋ因Ꮚであった㸬ARID1A にࡘい

てのࢢࣈࢧルーࣉ解析では㸪ARID1A 㝜性⩌では HDAC6 ࡸ HIF-1αはணᚋと┦㛵する

が㸪ARID1A㝧性⩌では┦㛵しなかった㸬ARID1A㝧性⩌と㝜性⩌でHDAC6ࡸHDAC7
の発⌧㢖ᗘにはᕪをㄆࡵなかった㸬 
࠙⤖ㄽ ༸ᕢ明⣽⬊⒴⣽⬊ᰴにおいてࠚ HDAC6 は ARID1A にᢚไされるとሗ࿌されて

いる㸬本研究は⮫ᗋ᳨యを用いて㸪HDAC6 のணᚋへの㛵は ARID1A の発⌧によっ

てᕪ␗が生ࡌることを実ドした㸬HDAC6 が༸ᕢ明⣽⬊⒴の⒪ᶆⓗとなるྍ⬟性㸪

その࢜ࣂマーカーとして ARID1A の᭷用性を㏣究したい㸬 
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 ♫ᰴᘧ会ࢼ࣑ル

06' ᰴᘧ会♫ 

ᑠ㔝⸆ရᕤᴗᰴᘧ会♫  

 ♫ᰴᘧ会ࢡࢵンテファࣛࢡࢧ

୰እ〇⸆ᰴᘧ会♫ 

ᯇᾉ◪Ꮚᕤᴗᰴᘧ会♫  

᭷㝈会♫࢚࣒࢚ࣘ・ࢺࢵࢽスー 

ロࣀࢢࢲ・ࣗࢩステࢡࢵスᰴᘧ会♫ 
 

       㸦༑㡢㡰㸧 

 

本カンファレンスの開催にあたり、ⓙさまよりの多大なるごᨭとご༠ຊを㈷りまし

た。ここに῝⏒なるㅰពを⾲します。 

 

 

第 15 回日本病理学会カンファレンス 

世話人 森井 英一 

大阪大学大学院 医学系研究科 病態病理学・病理診断科 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
㸦⾲⣬、学会࣏スࢱー┿ᙳ 本山㞝一㸧 
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